
●主な内容

平成22年 弥生

３
３月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口44,718人（+92）　男22,423人（+46）　女22,295人（+46）・世帯数15,832世帯（+47）

No.48

　節分の２月３日、市内各所で豆まきが行われました。
　板橋不動尊では、市内幼稚園・保育所の子どもたちが、参拝
を済ませると、「福はうち♪鬼はそと！」と元気よく豆をまいて
いました。（関連記事12ページ）

子どもたちの豆まき！

P ２　私のまちを全国へ発信

P ６　つくばみらいＮews ！

P10　私は行きます　大切な選挙だから

P12　市内の出来事

P14　みらい号ルート・ダイヤをリニューアル

P 15　聴かせてください！あなたの意見

P 20　狂犬病予防集合注射のお知らせ

P 21　私たちの心がけが地球を守ります！

P 22　応援します！余暇の過ごし方

P 28　いっしょに汗を流そうよ！

～つくばみらいフィルムコミッション～

広
報
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特集：私のまちを全国へ発信

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？

つ
く
ば
み
ら
い
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？

　
つ
く
ば
み
ら
い
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
以
下
「
Ｆ
Ｃ
」
と
い
う
。）

は
、
国
内
外
の
撮
影
を
市
内
に
誘
致

し
、
撮
影
を
全
面
的
に
支
援
す
る
非

営
利
組
織
で
す
。

　
平
成
18
年
３
月
、
市
（
当
時
の
伊

奈
町
）
が
主
導
し
発
足
し
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
企
画
に
合
っ

た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
撮
影
場
所
）
の

提
案
・
提
供
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
へ

連
絡
・
調
整
、
撮
影
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
交
渉
な
ど
。撮
影
現
場
で
は
、

24
時
間
体
制
で
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
も
行

い
ま
す
。

映
像
で
ま
ち
を
元
気
に
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
映
像

を
通
し
て
、
市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
や
人

情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
を
目
に
す
る
こ

と
は
、
自
分
の
ま
ち
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
ま
ち
へ
の
強
い
愛
着
や

誇
り
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

た
。」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
活
動
は
経
済

効
果
も
生
み
出
し
ま
す
。
撮
影
ス

タ
ッ
フ
が
市
内
に
滞
在
す
る
こ
と

で
、
食
事
な
ど
の
ほ
か
、
セ
ッ
ト
の

改
修
工
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

消
費
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
重
要
な
の
は
、
映
像
が

市
外
の
人
の
目
に
留
ま
る
こ
と
で
、

「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」
の
知
名
度
が

上
が
り
、
ひ
い
て
は
集
客
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
大
規
模
な
撮
影
に
も
な

インタビュー

interview　
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
は
、
自
然
豊

か
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在

ＮＨＫ（日本放送協会）制作局
第２制作センター　制作担当

進
しんどう

藤　慧
け い た

太  さん

つ
く
ば
み
ら
い
Ｆ
Ｃ
は
、
心
強
い
存
在
！

し
、
ロ
ケ
地
と
し
て
十
分
な
魅
力
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
理
的
に
、
都
心
か
ら
高

速
（
道
路
）
利
用
で
１
時
間
以
内
で

移
動
で
き
る
利
便
性
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
通
常
、
撮
影
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
約
30
人
、
映

画
で
約
50
人
程
度
で
す
が
、
現
在
の

大
河
ド
ラ
マ
で
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
さ

ん
と
出
演
者
も
含
め
る
と
、
１
５
０

～
２
０
０
人
、
合
戦
の
シ
ー
ン
と
も

な
れ
ば
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
制
作
予
算
や
滞
在
日
数
に
も
よ
り

ま
す
が
、
国
内
ロ
ケ
で
数
百
～
数

千
万
円
、
先
進
国
の
欧
米
で
は
、
数

億
円
を
超
え
る
額
を
消
費
し
ま
す
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
に
も
た
ら
す

経
済
効
果
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
龍
馬
伝
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

　現在は、ＮＨＫ大河ドラマ「龍
りょうま

馬

伝
でん

」を担当し、これまで「篤
あつひめ

姫」や

「天
てんちじん

地人」なども手がけた。

る
と
、
そ
の
経
済
効
果
は
直
接
的
な

も
の
か
ら
間
接
的
な
も
の
ま
で
、
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

は
良
い
所
だ
」
と
再
発
見
し
て
い
た

だ
け
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

制
作
側
か
ら
は
…

　
本
市
に
は
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
江
戸
（
南
太
田
）
と
い
う
、
本
格

的
な
撮
影
ス
タ
ジ
オ
を
は
じ
め
、
の

ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
自
然

の
美
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
理
的
に
、
東
京
か
ら
日

帰
り
の
ロ
ケ
が
可
能
な
地
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
映
画
制
作
会
社
や
テ
レ

ビ
局
な
ど
か
ら
ロ
ケ
や
撮
影
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
が
、
本
市
Ｆ
Ｃ
に
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
マ
）
に
出
演
し
て
い
る
、
あ
る
女

優
さ
ん
は
、「
こ
こ
（
つ
く
ば
み
ら
い

市
）
は
、と
て
も
空
気
が
お
い
し
く
、

癒
さ
れ
ま
す
し
、
芝
居
に
集
中
で
き

る
環
境
で
す
ね
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
制
作
側

と
し
て
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
や
出

演
者
の
所
属
事
務
所
が
持
つ
肖
像
権

な
ど
の
観
点
か
ら
、
撮
影
日
や
出
演

者
の
情
報
を
、
事
前
に
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
撮
影
の
際
は
、
交
通
規
制

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
我
々
、制
作
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
苦
労
が
多
い
地
方

ロ
ケ
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
「
つ
く

ば
み
ら
い
Ｆ
Ｃ
」
は
と
て
も
心
強
い

存
在
で
す
。

　
今
後
も
、
つ
く
ば
み
ら
い
Ｆ
Ｃ
の

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
映
画
の
中
で
、
市
内
の
風
景
や
「
撮

影
協
力
、
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
」
と
情
報
が

流
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
興
奮
を
覚
え
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
近
年
、
映
画
・
テ
レ
ビ
番
組
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

な
ど
の
撮
影
支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
地

域
の
Ｐ
Ｒ
、
経
済
効
果
、
人
材
育
成
、
雇
用
の
創

出
な
ど
を
期
待
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
撮
影
支
援
窓
口
）
事
業
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
本
市
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

	
私
の
ま
ち
を
全
国
へ
発
信

～
つ
く
ば
み
ら
い

　
　フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
～
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interview

到
着
す
る
と
、
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た

緊
張
感
の
よ
う
な
、
独
特
の
雰
囲
気

が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
現
場
で
は
、
役
者
さ
ん
の
切
り
替

え
の
早
さ
に
び
っ
く
り
。
待
ち
時
間

は
穏
や
か
だ
っ
た
表
情
が
、
監
督
さ

ん
の
「
ス
タ
ー
ト
！
」
を
合
図
に
、

そ
の
場
そ
の
場
の
シ
ー
ン
に
入
り
込

ん
で
い
く
。
一
瞬
で
涙
を
流
し
、
演

技
を
す
る
女
優
さ
ん
を
目
の
前
で
見

た
と
き
は
、
さ
す
が
プ
ロ
だ
な
っ
て

感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
主
に
、
時
代
劇
で
の
メ
ー
ク
や
衣

装
合
わ
せ
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
も
出
演

者
の
方
と
同
じ
部
屋
で
行
い
ま
す
。

過
去
に
、
有
名
な
女
優
さ
ん
が
隣
に

座
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ

（
笑
）。

　
さ
ら
に
、
メ
ー
ク
さ
ん
は
、
私
た

ち
エ
キ
ス
ト
ラ
に
も
、
出
演
者
と
同

じ
よ
う
に
親
切
・
丁
寧
に
対
応
し
て

エキストラの会  運営委員

稲
い な ば

葉  範
の り こ

子さん（青古新田）

問　
　
谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課

☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
１
）

く
れ
ま
す
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
り
ま
す
。

　
撮
影
当
日
は
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
、

出
演
者
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
方
な
ど
と

の
出
会
い
も
楽
し
み
で
す
。
待
ち
時

間
に
、
エ
キ
ス
ト
ラ
同
士
で
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
こ
と
も
楽
し
い
で
す

し
、
お
友
達
も
増
え
ま
し
た
。

　
撮
影
の
終
わ
り
際
、
あ
る
大
物
俳

優
さ
ん
が
、「
今
日
は
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
気
持
ち
よ
く
芝
居
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
脇

役
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ
作
品
に

出
演
し
貢
献
で
き
た
と
思
う
と
、
と

て
も
充
実
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
エ
キ
ス
ト
ラ
に
は
、
こ
れ
ま
で
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
世
界
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
エ
キ
ス
ト
ラ

の
会
で
、
一
緒
に
作
品
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

撮
影
現
場
に
は
、
新
た
な
発
見
が
い
っ
ぱ
い

　
き
っ
か
け
は
、「
有
名
な
俳
優
さ
ん

に
会
え
る
か
も
？
」
と
安
易
な
考
え

か
ら
で
し
た
。
で
も
、
い
ざ
現
場
に

作
品
を
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
し
ょ
う

　
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。撮
影
場
所
を
探
す
と
き
、

映
像
制
作
者
や
市
だ
け
で
は
情
報
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
知
っ

て
い
る
場
所
の
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
脚
本
に
最
適
な
撮

影
場
所
を
選
定
し
や
す
く
な
り
、
撮

影
に
早
く
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も

非
常
に
重
要
で
す
。
エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
の
出
演
や
撮
影
場
所
付
近
の
案

内
な
ど
は
、
地
域
の
方
に
し
か
で
き

な
い
重
要
な
役
目
と
い
え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
楽
し
み
な
が
ら
ロ

地
域
の
活
性
化
へ
…

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
・
協
力
を
す
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
活
動
に
対
す
る
参
加
意
識
も

高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

地
域
へ
の
関
心
が
ま
ち
づ
く
り
へ
の

意
識
へ
、
さ
ら
に
は
地
域
の
活
性
化

へ
と
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
地
域
全
体

の
力
が
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

市
民
・
企
業
・
行
政
が
連
携
し
な
が

ら
、撮
影
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
撮
影
の
機
会
は
増
え
て
い
き

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
「
一
員
」
と
し
て
、
夢
の
あ
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

　

　当初、興味本位ではじめた
エキストラ活動も、現在は会
の運営委員として、制作側と
会員を結ぶ重要な役割を果た
している。

特集：私のまちを全国へ発信

撮影の出番を待つエキストラの会の皆さん

4－広報つくばみらい３月号（No.48）－

◆撮影場所・撮影協力施設の情報を
お待ちしています

ドラマ「天地人」ＮＨＫ

　
つ
く
ば
み
ら
い
Ｆ
Ｃ
は
、
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ
と
機
動
力
の
速
さ
を

強
み
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
ぶ

り
は
、
業
界
か
ら
も
評
価
を
得
て
お

り
、
誘
致
し
た
作
品
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
中
に
誘
致
し
た
作
品

は
、
テ
レ
ビ
43
本
、
映
画
５
本
、
プ

つくばみらいＦＣ 検 索
クリック

こ
れ
ま
で
の
実
績

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
等
３
本
に
も

上
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
あ
る
生
活
感
の
あ
る
身
近

な
路
地
裏
、
歴
史
的
な
建
造
物
や
町

並
み
、
近
代
的
な
都
市
景
観
、
雄
大

な
自
然
、
さ
ら
に
は
食
や
祭
り
な
ど

の
文
化
ま
で
も
が
、
映
像
と
し
て
、

日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
に

向
け
て
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
幕
末
の
江
戸
へ
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
、
脳
外
科

医
・
南み

な

か

た方
仁じ

ん（
大お

お

さ

わ沢
た
か
お
）が
、

満
足
な
医
療
器
具
や
薬
も
な
い

環
境
で
人
々
の
命
を
救
っ
て
い

く
。

　
そ
の
中
で
、
仁
の
世
話
を
し
、

支
え
に
な
る
橘た

ち
ば
な
さ
き咲

（
綾あ

や

せ瀬
は
る

か
）
と
出
会
い
、
自
分
も
時
代

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

　
上
杉
謙
信
を
師
と
仰
ぎ
、

か
ぶ
と
に
「
愛
」
の
文
字
を

掲
げ
た
直な

お

え江 

兼か

ね

つ

ぐ続
（
妻つ

ま

ぶ

き

夫
木

聡さ
と
し

）
は
、
そ
の
波
乱
の
生
涯

を
通
じ
て
、
民
・
義
・
故
郷

へ
の
愛
を
貫
い
た
。「
利
」
を

求
め
る
戦
国
時
代
に
お
い
て
、

「
愛
」
を
信
じ
た
兼
続
の
生

き
ざ
ま
は
、
弱
者
を
切
り
捨

て
、
利
益
追
求
に
ま
い
進
す

る
現
代
人
に
鮮
烈
な
印
象
を

与
え
る
。

　エキストラは、映画やドラマなど映像作品にとって重

要な役割の一つです。

　撮影現場に興味のある方などは、ぜひ参加してみませ

んか？せりふのある役で出演できるかもしれません。

　エキストラに登録された方には、制作側からの依頼が

あった際にお知らせします。撮影日時などの都合がつく

と、出演をお願いすることになります。気軽に応募して

ください。ご登録は、市ホームページかつくばみらいＦ

Ｃのホームページから申請書類をダウンロードし、市産

業政策課までお送りください。

　制作側にとって重要な作業の一つが、撮影場所探しで

す。知らない土地で、脚本に最適な撮影場所を探すのは

とても大変。フィルムコミッションでは、さまざまな場

所や施設などの情報を豊富に集め、制作側を支援してい

ます。ロケーションの誘致活動にも有効となる情報量を

確保するため、ぜひ皆さんの身近にあるお気に入りの場

所や季節限定の場所などを推薦してください。

　「うちの会社を使っていいよ。」「自宅の路地裏が大正

時代のレトロな雰囲気です。」など、随時募集しています。

エキストラと 撮影場所・撮影協力施設を募集中です

◆ボランティアのエキストラとは？

 　　　谷和原庁舎産業政策課
　　　☎ 58- 2111（内線8141）

問

ロケ地：福岡堰（福岡）

ロケ地：市民所有の農地（野堀）

ドラマ「ＪＩＮ－仁
じ ん

－」ＴＢＳ系列
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新
農
業
委
員
決
ま
る

　
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

は
、
２
月
21
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候

補
届
出
者
が
公
選
定
数
（
14
人
）
を

超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
次

の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

 

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
？

～
大
切
な
愛
犬
の
た
め
に
～
　

◎
犬
の
登
録
は
、
飼
い
主
の
義
務
で

　
す
。
市
内
の
獣
医
師
な
ら
狂
犬
病

　
予
防
注
射
と
同
時
に
登
録
も
で
き

　
ま
す
。

◎
犬
も
、
住
所
が
変
わ
れ
ば
変
更
届

　
が
必
要
で
す
。
届
出
は
、
生
活
環

　
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
忘

 

よ
り
便
利
に

　よ
り
快
適
に

～
都
市
軸
道
路
一
部
区
間
開
通
～
　

　
都
市
軸
道
路
の
つ
く
ば
み
ら
い
市

成
瀬
～
守
谷
市
松
並
区
間
の
工
事
が

完
成
し
、
３
月
25
日
㈭
午
後
３
時
に

倉く
ら
も
ち持

　
重
じ
ゅ
う
ぞ
う蔵
（
城
中
）

坂さ
か
の野

　
忠
ち
ゅ
う
い
ち一
（
十
和
）

張は
り
が
え替

　
文ふ
み
お夫
（
市
野
深
）

小こ
す
げ菅

　
秀ひ
で
か
ず一
（
寺
畑
）

井い
な
み波

　
正ま
さ
み美

（
野
掘
）

飯い
い
だ田

　
一か
ず
お夫
（
谷
井
田
）

渋し
ぶ
や谷

　
均
ひ
と
し （
長
渡
呂
新
田
）

　
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
伊
奈
庁

舎
総
務
課
内
）☎
58
︲
２
１
１
１（
内

線
１
２
１
５
）

問

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
は
家
族
の
一
員
、
最
期
ま
で
面

　
倒
を
見
る
こ
と
が
義
務
で
す
。

ご
近
所
に
配
慮
を
…

◎
動
物
嫌
い
の
方
も
い
ま
す
の
で
、

　
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎
無
駄
ぼ
え
を
少
な
く
す
る
た
め
に

　
も
、
普
段
か
ら
愛
犬
と
コ
ミ
ュ
ニ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
信
頼
関
係
を

　
築
き
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
散
歩
は
十
分
に
、
ふ
ん
の
始

　
末
は
飼
い
主
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
し
つ
け
は
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し

　
ょ
う
。

◎
不
幸
な
命
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

　
去
勢
・
避
妊
も
必
要
で
す
。

こ
ん
な
時
は
市
役
所
へ
…

◎
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
。

◎
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
。

　
　
谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課
☎
58

︲
２
１
１
１（
内
線
８
１
３
７
～
８
）

問

　
　
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

道
路
整
備
課
☎
０
２
９
︲
８
３
９
︲

９
７
６
５
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

問 

市
民
の
安
全
・
安
心
を
充
実

～
絹
の
台
駐
在
所
・
み
ら
い
平
駅
前
交
番
～
　

　
小
絹
駐
在
所
が
、
３
月
11
日
に
絹

の
台
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
脇
に
新
築

移
転
し
、『
絹
の
台
駐
在
所
』
と
名
称

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
㈭
に
は
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
み
ら
い
平
駅
前

に
、
周
辺
３
駐
在
所
（
谷
原
・
上
長

沼
・
福
岡
）
を
統
合
し
、『
み
ら
い
平

駅
前
交
番
』
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
本

交
番
は
、
複
数
の
警
察
官
に
よ
り
24

時
間
体
制
で
事
件
・
事
故
に
即
応
し
、

開
通
し
、
守
谷
市
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
快
適
に
な

り
ま
す
。

【
開
通
区
間
】

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
成
瀬
～
守
谷
市

松
並
／
約
３
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
対

面
通
行
）

　
こ
の
都
市
軸
道
路
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
で
進
め
て
い
る
開

発
地
区
を
相
互
に
結
び
、
地
域
間
の

道
路
交
通
の
利
便
性
を
確
保
す
る
も

の
で
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
当
地
域
を
担
当
す

る
警
察
官
が
各
家
庭
へ
の
巡
回
連
絡

や
相
談
・
意
見
要
望
等
の
受
理
を
行

い
ま
す
。

　  

◎
常
総
警
察
署
　
☎
22
︲

０
１
１
０
◎ 

絹
の
台
駐
在
所
　
☎

52
︲
３
０
４
９
◎  

み
ら
い
平
駅
前
交

番
　
☎
52
︲
９
０
９
１

問

後ご
と
う藤

　
茂
し
げ
る

　  （
伊
丹
）

古ふ
る
や谷

　
道み
ち
お男
（
川
崎
）

市い
ち
か
わ川

　
忠た
だ
お夫

（
下
長
沼
）

菊き
く
ち地

　
久
ひ
さ
し

　  （
下
島
）

横よ
こ
た田

　
明
あ
き
ら

　  （
南
）

染そ
め
や谷

　
清
き
よ
し

　  （
板
橋
）

羽は

た田
　
茂
し
げ
る

　  （
宮
戸
）

～
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
結
果
～

※
任
期
は
、
平
成
22
年
３
月
27
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
26
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

開館時間等変更のお知らせ
～市立コミュニティセンター・市立公民館（分館含）～

◎開館時間＝午前9時～午後6時
※ただし、午後6時以降の利用があ

る場合は、午後9時までの範囲内で、

利用のある時間まで開館します。

　また、予約受付についても、午前

9時から午後6時までとします。

◎休館日＝毎週月曜日／ 12月29日

～翌年１月３日／８月13日～８月

16日（市立コミュニティセンター

のみ）

　平成22年4月1日より、施設の効率的な運営を図るため、次の
とおり開館時間および休館日を変更します。

　　谷和原庁舎生涯学習課
 ☎ 58- 2111（内線8213）
伊奈公民館 ☎ 58- 5081
谷和原公民館 ☎ 52- 2141

問
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福
岡
堰
を
染
め
あ
げ
る
桜
た
ち

　
今
年
も
「
福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
、
桜
の
開

花
時
期
に
合
わ
せ
開
催
し
ま
す
。
約
５
５
０
本
の
桜

（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
が
１
・
８
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
ト
ン

ネ
ル
を
つ
く
り
、
堤
に
沿
っ
て
咲
い
た
桜
が
水
面
に

映
る
様
子
も
美
し
く
、
茨
城
百
景
に
も
選
ば
れ
、
毎

年
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
、
日
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、

イ
ベ
ン
ト
や
地
元
物
産
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
も
福
岡
堰
で
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

～
福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
開
催
～
　

※
式
典
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
は
、
３
日

㈯
・
４
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
大お
お
ぐ
ろ黒

美み

わ和

子こ

歌
謡
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
玉た
ま

子こ

の
大
道
芸
、
素
人
演
芸
な
ど
を
行

い
、
地
元
物
産
販
売
や
模
擬
店
の
出

店
も
あ
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
中
の
土
・
日

の
み
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
み

ら
い
平
駅
か
ら
さ
く
ら
ま
つ
り
会
場

（
水
門
）
ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
と
、
会
場
内
（
水
門
～
さ
く
ら
公

園
）
の
循
環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
駐
車
場
は
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

ご
来
場
の
際
の
お
願
い

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
場
内
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は
禁
止
で
す
。

　
さ
ら
に
、
飲
酒
運
転
は
「
絶
対
し

ま
つ
り
期
間

問　  

市
観
光
協
会
（
谷
和
原
庁
舎
産

業
政
策
課
内
）☎
58
︲
２
１
１
１（
内

線
８
１
４
１
）

春うらら

な
い
・
さ
せ
な
い
」
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

～
市
行
政
改
革
懇
談
会
か
ら
答
申
～

　
市
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
広
範
な

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
つ
く
ば

み
ら
い
市
行
政
改
革
懇
談
会（
会
長
・

神か
ん
だ
つ立 

精せ
い
じ之
氏
）」
が
、
飯
島
市
長
へ

答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
、
市
内
の
識
見
者
７
人

と
議
会
か
ら
３
人
の
計
10
人
で
構
成

さ
れ
、
今
回
は
、
主
に
、
第
２
次
市

行
財
政
改
革
大
綱
お
よ
び
、
第
２
次

市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
慎
重

な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

神立会長（右）から答申書を受け取る
飯島市長（左）

適
正
で
効
果
的
な
財
政
運
営
を

～
市
補
助
金
等
審
議
会
か
ら
答
申
～

　
市
が
各
団
体
に
交
付
す
る
補
助
金

の
あ
り
方
や
補
助
額
等
に
つ
い
て
、

適
正
で
効
果
的
な
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
補
助

金
等
審
議
会（
会
長
・
岩い
わ
さ佐

勝か
つ
ひ
ろ廣

氏
）」

が
、
こ
の
ほ
ど
、
飯
島
市
長
へ
答
申

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
、
市
内
の
識
見
者
３
人

と
議
会
か
ら
３
人
、
市
職
員
３
人
の

計
９
人
で
構
成
さ
れ
、
各
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
た
補
助
金
要
望
書
を
個

別
に
審
査
し
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
が
答
申
さ
れ
た
も
の

で
す
。

岩佐会長（左）から答申書を受け取る
飯島市長（右）

 

火
災
報
知
器
の
無
償
設
置
完
了

～
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
等
を
対
象
に
～

　
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
や
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
対
象

に
、
自
宅
寝
室
な
ど
へ
火
災
報
知
器

の
無
償
設
置
を
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
行
い
ま
し
た
。

　
設
置
が
完
了
し
た
方
か
ら
は
「
こ

の
よ
う
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
、と
て
も
あ
り
が
た
い
。
今
回
、

火
災
報
知
器
を
設
置
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
機
に
、
あ
ら
た
め
て
火
災

に
は
注
意
し
た
い
。」
と
安
堵
の
様

子
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

市内業者の方が設置に
協力してくださいました

　
４
月
２
日
㈮
～
６
日
㈫

昨年のさくらまつりの様子
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「
子
ど
も
手
当
」
が
始
ま
り
ま
す

～
児
童
手
当
の
支
給
は
平
成
22
年
３
月
分
ま
で
～

　政
府
の
政
策
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
（
平
成
22

年
４
月
１
日
）
か
ら
「
児
童
手
当
制
度
」
は
「
子

ど
も
手
当
制
度
」
へ
と
移
行
し
ま
す
。

 

上
下
水
道
料
金
が
一
本
化

～
各
種
様
式
が
変
わ
り
ま
す
～
　

　
市
で
は
、
４
月
請
求
分
よ
り
「
上

下
水
道
料
金
」
と
し
て
お
支
払
い
方

法
を
一
本
化
し
ま
す
。
詳
細
に
関
し

て
は
、「
広
報
つ
く
ば
み
ら
い
平
成
22

年
１
月
号
（
　
46
）
６
ペ
ー
ジ
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、「
納
入
通
知
書
」
と
「
上

現
行
の
児
童
手
当
と
の
変

更
点
と
は
？

◇
所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す
。

◇
支
給
対
象
児
童
が
中
学
校
修
了
ま

で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
手
当
額
が
児
童
一
人
に
つ
き
一
律

月
額
１
万
３
０
０
０
円
（
平
成
22
年

度
）
に
な
り
ま
す
。

◇
手
当
を
市
に
寄
附
で
き
ま
す
。

支
給
要
件
と
は
？

　
子
ど
も
手
当
に
お
け
る「
子
ど
も
」

と
は
、
15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
者
（
中

学
校
修
了
前
）
と
し
、
父
母
等
の
支

給
要
件
は
、
児
童
手
当
と
大
き
く
変

更
な
く
、
日
本
国
内
に
居
住
し
、
子

ど
も
の
監
護
を
行
い
、
か
つ
生
計
を

担
う
者
で
す
。

　
平
成
22
年
３
月
31
日
時
点
で
、
児

童
手
当
受
給
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
と

み
な
し
、
特
別
な
手
続
き
を
行
う
必

児
童
手
当
（
小
学
校
修
了

前
特
例
給
付
等
含
む
）
受

給
者
に
つ
い
て

要
は
な
く
、
子
ど
も
手
当
受
給
者
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学
生
児
童

が
い
る
場
合
は
、
増
額
の
手
続
き
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付
に
つ
い
て

　
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
、
４
月
か

ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
事
前
申
請

　  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

問 ご
注
意
く
だ
さ
い

　
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、
未
確

定
の
要
素
が
多
い
た
め
、
制
度
の
詳

細
は
４
月
号
の
広
報
に
掲
載
し
ま

す
。
当
掲
載
内
容
に
つ
い
て
も
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
個
別
に
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
方
は
児
童
福
祉
課
へ

お
越
し
に
な
り
、
お
手
続
き
く
だ
さ

い
。

「
納
入
通
知
書
」
に
つ
い
て

　
１
枚
の
納
付
書
に
な
り
、
内
訳
に

は
、
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
を

そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
ま
す
。
様
式
に
つ

い
て
は
次
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
上
下
水
道
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」
に
つ
い
て

　
検
針
は
、
従
来
ど
お
り
２
カ
月
に

一
度
、
20
日
か
ら
月
末
ま
で
の
期
間

で
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
発
行
す
る

「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

は
左
記
の
様
式
に
な
り
ま
す
。

「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

の
見
方

①
整
理
番
号
＝
水
道
課
へ
の
ご
連
絡
の
と

き
は
、
こ
の
整
理
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
番
号
＝
ご
使
用
の
水
道
の

メ
ー
タ
ー
番
号
、
口
径
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

③
住
所
・
氏
名
＝
水
道
の
使
用
場
所
、
使

用
者
の
氏
名
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

④
使
用
期
間
＝
今
回
検
針
し
た
水
量
の
使

用
期
間
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

⑤
今
回
の
使
用
量
＝
今
回
指
針
か
ら
前
回

指
針
を
引
い
た
数
字
が
今
回
の
使
用
量
に

な
り
ま
す
。

⑥
請
求
予
定
金
額
＝
今
回
の
使
用
量
か
ら

算
定
し
た
当
月
使
用
分
と
前
月
使
用
分
の

上
下
水
道
料
金
合
計
（
税
込
み
）
と
そ
の

内
訳
で
す
。

⑦
連
絡
事
項
＝
連
絡
事
項
が
あ
る
場
合
に

（見本）

納入期限

下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
の
様

式
の
見
方
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

説
明
し
ま
す
。

　
現
在
、
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
に
ご
加
入
の
方
は
、
従
来
ど
お
り

別
々
の
請
求
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①

③
②

表
示
さ
れ
ま
す
。

⑧
検
針
日
・
検
針
員
＝
今
回
検
針
し
た
日

と
検
針
員
の
名
前
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

⑨
上
下
水
道
料
金
口
座
振
替
済
通
知
書
＝

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
前
月
請

求
分
・
前
々
月
請
求
分
の
口
座
振
替
済
金

額
、
振
替
日
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

⑥

⑦

⑧
⑨

④
⑤

コンビニ用
バーコード

使
用
場
所
お
よ
び
使
用
者

上下水道料金
および内訳

　　水道課 ☎ 52- 6100
　　下水道課☎ 52- 3939
問

No.

（見本）
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収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か

～
食
の
安
全
・
安
心
を
求
め
て
～
　

◎
利
用
条
件

　
野
菜
や
花
な
ど
の
栽
培
に
意
欲
が

あ
り
、
市
内
に
在
住
の
方

◎
場
所

　
小
張
２
８
６
１
番
地
付
近

　
市
民
農
園
で
は
利
用
者
の
方
を
対

象
に
、『
栽
培
講
習
会
』
を
４
月
17
日

㈯
に
実
施
し
ま
す
。（
時
間
等
は
個
別

に
連
絡
）

　
講
習
会
で
は
、
農
業
に
関
し
て
経

験
・
知
識
豊
富
な
講
師
の
方
々
を
迎

え
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
も
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
自
分
の
手
で
野
菜
を
育
て
た
い

け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。」
と
い
う
方
に
お
勧
め
で
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

栽
培
講
習
会
を
開
催

小
張
市
民
農
園
利
用
者
募
集

◎
募
集
区
画

　
約
20
区
画（
1
区
画
約
30
平
方
㍍
）

※
原
則
１
世
帯
1
区
画
ま
で
の
利
用

【
駐
車
場
・
簡
易
水
道
完
備
】

◎
利
用
期
間

　
４
月
１
日
ま
た
は
承
認
日
か
ら
翌

年
３
月
末
日
ま
で【
毎
年
度
更
新
制
】

◎
利
用
料

　
１
区
画
当
た
り
年
間
５
０
０
０
円

※
中
途
か
ら
の
ご
利
用
は
月
割
り

 

農
業
を
営
む
方
必
見

～
農
地
制
度
が
大
き
く
見
直
さ
れ
ま
し
た
～

　
平
成
の
農
地
改
革
と
い
わ
れ
る

『
改
正
農
地
法
等
』
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
農
地
法
の
目
的
等
の
見
直
し

　
農
地
法
の
目
的
規
定
を
、「
地
域
と

の
調
和
に
配
慮
し
た
耕
作
者
に
よ
る

効
率
的
利
用
の
促
進
」へ
と
見
直
し
、

農
地
の
所
有
権
、
賃
借
権
等
を
有
す

る
者
は
そ
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利

用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

の
責
務
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

　
景
観
の
美
し
い
田
園
で
農
作
業
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
除
草
剤
を
使

わ
ず
、
菜
の
花
を
緑
肥
と
し
て
使
用

し
た
安
心
・
安
全
な
お
米
作
り
を
行

い
ま
す
。

　
田
植
え
体
験
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
元
農

家
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
、

農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー
ナ
ー
募
集

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
産
の
お
い
し
い
お
米
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
参
加
料
金

　
１
区
画
当
た
り
年
間
１
万
円
（
１

区
画
当
た
り
約
75
平
方
㍍
）

◎
募
集
区
画

　
１
０
０
区
画
　（
※
応
募
数
が
30

区
画
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止
）

◎
体
験
内
容

　
田
植
え
体
験
（
５
月
中
下
旬
）、

草
取
り
体
験
（
田
植
え
終
了
後
か
ら

計
３
～
５
回
程
度
）

◎
実
施
場
所

　
西
丸
山
５
５
６
番
地
付
近

◎
主
な
特
典

　
玄
米
30
㌔
㌘
進
呈

◎
申
込
期
限

　
４
月
９
日
㈮（
先
着
順
）※
土
、日
、

祝
日
を
除
く

　
　
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
６
～
７
）

問

◎
農
地
を
利
用
す
る
者
の
確
保
・
拡

大　
・
解
除
条
件
付
貸
借
契
約
で
一
般

　
企
業
の
参
入
を
容
認
（
所
有
権
取

　
得
は
認
め
ら
れ
な
い
）

　
・
農
業
生
産
法
人
へ
の
外
部
か
ら

　
の
出
資
規
制
の
緩
和
（
10
分
の
１

　
以
下
の
規
制
の
廃
止
等
）

　
・
農
協
に
よ
る
農
業
経
営
が
、
組

合
員
の
合
意
で
貸
借
に
よ
り
可
能
に

◎
農
地
の
面
的
集
積
の
促
進

　
市
町
村
、
公
社
等
の
公
的
な
信
用

力
の
あ
る
機
関
が
、
委
任
を
受
け
、

分
散
し
た
農
地
を
面
的
に
ま
と
め
る

仕
組
み
を
す
べ
て
の
市
町
村
で
導
入
。

◎
遊
休
農
地
対
策
の
強
化

　
遊
休
農
地
の
所
在
の
明
確
化
と
有

効
利
用
を
徹
底
。
遊
休
農
地
の
所
有

者
に
対
す
る
指
導
・
通
知
・
公
告
・

勧
告
ま
で
の
手
続
き
を
、
農
業
委
員

会
が
一
貫
し
て
行
う
。
ま
た
、
所
有

者
が
分
か
ら
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い

て
も
知
事
の
裁
定
で
公
社
等
が
利
用

可
能
に
。

◎
相
続
な
ど
に
よ
る
農
地
の
権
利
取

得
の
届
出
制
度
の
創
設

　
農
地
等
に
つ
い
て
の
権
利
取
得
を

知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね
10
カ
月
以

内
に
農
業
委
員
会
に
届
け
出
る
。

◎
農
地
転
用
規
制
の
厳
格
化

　
・
農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
農

　
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地
転
用

　
許
可
基
準
を
厳
格
化
（
確
保
す
べ

　
き
集
団
的
な
農
地
の
基
準
を
20
㌶

　
か
ら
10
㌶
に
引
き
下
げ
（
平
成
22

　
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
））

　
・
違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
を
強

　
化
（
法
人
の
場
合
罰
金
３
０
０
万

　
円
を
１
億
円
に
引
き
上
げ
）

◎
農
用
地
区
域
内
農
地
の
確
保

　
担
い
手
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る

農
地
等
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
を
認
め
な
い
等
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
を
厳
格
化
。

　
　
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
２
１
）

問

◎
受
付
開
始
日

　
４
月
１
日
か
ら
【
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）】

※
先
着
順
と
し
ま
す

◎
申
請
方
法

　
印
鑑
と
使
用
料
を
持
参
の
上
、
谷

和
原
庁
舎
農
政
課
へ
申
請

市民農園利用者の皆さまへ　耳寄りなお知らせです
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特集：私は行きます　大切な選挙だから

　私は行きます

つくばみらい市議会議員補欠選挙

生まれて初めての選挙に

◎
開
票
場
所
＝
伊
奈
公
民
館（
福
田
）

　●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
者
を
対
象
に
事
前
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
は

忘
れ
ず
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
説
明

会
で
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類
な
ど

を
一
式
配
布
し
ま
す
。

◎
日
時
＝
３
月
29
日
㈪
午
前
10
時
～

◎
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

●
立
候
補
届
出
事
前
審
査

◎
日
時
＝
４
月
５
日
㈪
午
前
10
時
～

◎
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

●
立
候
補
届
出
日
（
告
示
日
）

◎
日
時
＝
４
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30

　
分
～
午
後
５
時

◎
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

　小さいころ、両親に手をつながれ、投票所へ連れ

て行ってもらった記憶があります。

　私も今年の２月で20歳になり、選挙権を得まし
た。つくばみらい市長選挙が、生まれて初めての
投票になります。少し緊張していますが、投票に
は必ず行きます。だって、私たちが住んでいるま
ちをつくる大切な選挙ですから…。
　それと、期日前投票制度があることを初めて知
りました。こんなに便利な制度があったんですね。
投票日当日に投票に行けなくても、事前に投票を
済ませることができるので、たくさんの方に利用
してほしいですね…。
　現在は、大学の教育学部で幼児教育について勉
強しています。将来は、保育士か幼稚園教諭にな
れるよう頑張ります。

古
ふるや

谷　未
み き

来さん（絹の台）

インタビュー

interview

市
長
選
に
立
候
補
す
る
方
へ

問　
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
伊
奈
庁

舎
総
務
課
内
）

☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
５
）

「
三
な
い
運
動
」
の
徹
底

　
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明

る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

●
贈
ら
な
い
！

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈●

●ら

な●
●い

。

●
求
め
な
い
！

　
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求●

●め

な●
●い

。

●
受
け
取
ら
な
い
！

　
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

受●
●
●
●

け
取
ら
な●

●い
。

大学２年生

　　　市議会議員の欠員が生じたため、市議会議員補欠選挙も同
時に行われます。詳細は次のとおりです。
◆投票日・期日前投票期間＝市長選挙と同日・同期間
◆立候補する方へ＝立候補予定者説明会…３月29日㈪午後２
時～（伊奈公民館）、立候補届出事前審査…４月５日㈪午後
２時～（伊奈公民館）、立候補届出日（告示日）…４月18日
㈰午前8時30分～午後５時（伊奈公民館)

つくばみらい市長選挙 は

10－広報つくばみらい３月号（No.48）－

 　　　市選挙管理委員会（伊奈庁舎総務課内）
　　　 ☎ 58- 2111（内線1215）

問

大切な選挙だから
つくばみらい市議会議員補欠選挙

だって、私のまちをつくる

４月25日㈰です。

　
　
期
満
了
に
伴
う
つ
く
ば
み
ら
い

市
長
選
挙
お
よ
び
つ
く
ば
み
ら
い
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
が
、

４
月
25
日
㈰
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
選
挙
で
あ
り
、

市
民
の
意
見
や
要
望
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
投
票
で
市
政
へ
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
２
年
４
月
26
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成
22
年
１
月
17
日
以

前
か
ら
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
住
所
を

有
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

◎
投
票
時
間
＝
午
前
７
時
～
午
後
８

　
時

◎
投
票
場
所
＝
お
手
元
に
届
く
入
場

　
券
に
記
載

◎
開
票
時
間
＝
午
後
９
時
開
始
予
定

　
投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
が
、
事
前
に
投
票
で
き
る
制
度
で

す
。
通
常
の
投
票
と
同
様
に
投
票
箱

へ
投
函
で
き
ま
す
。ご
利
用
の
際
は
、

「
入
場
券
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
制
度
と
は
？

当
日
、
投
票
に
行
け
な
い
方
必
見
！

不
在
者
投
票
制
度
と
は
？

　
投
票
日
に
長
期
出
張
や
入
院
・
入

所
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
選
挙
人
名

簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
や
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
で
事
前
に
投
票
で
き
る
制
度
で

す
。

　
投
票
用
紙
へ
記
載
後
、
所
定
の
封

筒
に
入
れ
封
を
し
、
次
の
場
所
で
投

票
で
き
ま
す
。

1
仕
事
先
や
旅
行
先
な
ど
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会

2
指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
、
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
し
た
施

設
や
法
令
で
定
め
ら
れ
た
施
設
（
入

院
・
入
所
者
の
み
）

　
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期
日

　
４
月
19
日
㈪
～
24
日
㈯

◆
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
投
票
場
所

　
市
役
所
伊
奈
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、

　
市
役
所
谷
和
原
庁
舎
１
階
相
談
室

任選
挙
で
投
票
で
き
る
方

投
開
票
時
間
お
よ
び
場
所
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1202~1203）
※紙面の都合上、投稿いただいた情報が必ずしも掲載できるとは限りませんの
で、ご了承ください。

〜 つくばみらいのわだい 〜

 

書
は
書
き
手
の
心
を
写
す
も
の
…

　
本
市
の
中な
か
た
に谷 

野の

の乃
さ
ん
（
陽
光

台
）
が
、
第
50
回
日
本
書
作
院
展

「
三さ
ん
か科

（
院い
ん
ゆ
う友

）
の
部
門
」
に
お
い
て
、

見
事
「
推
薦
（
特
選
の
上
）」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
寄
与

～
堤
氏
が
体
育
功
労
賞
を
受
賞
～

　
国
民
体
育
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

な
ど
各
種
全
国
大
会
で
活
躍
し
た
選

手
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
県
体
育
協
会

褒
状
授
与
式
が
２
月
６
日
、
県
武
道

館
で
開
催
さ
れ
、
堤
つ
つ
み

一い
ち
ろ
う郎
さ
ん
（
谷

井
田
）
が
体
育
功
労
者
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
堤
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
旧
伊
奈

町
体
育
協
会
理
事
と
な
り
、そ
の
後
、

副
会
長
・
会
長
職
を
歴
任
し
、
町
村

合
併
後
は
つ
く
ば
み
ら
い
市
体
育

協
会
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
、
永
き

に
わ
た
り
当
市
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振

興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

普
段
の
頑
張
り
や
成
長
ぶ
り
を
披
露

～
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展
～

　
市
内
11
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
と
伊
奈
養
護
学
校
に
通
う
60
人
の

児
童
生
徒
の
工
作
物
や
絵
画
、
書
道

な
ど
を
集
め
た
「
手
を
つ
な
ぐ
子
ら

の
作
品
展
」
が
、
き
ら
く
や
ま
ふ
れ

あ
い
の
丘
（
神
生
）
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
作
品
は
、
図
工
や
作
業
学
習
な
ど

の
授
業
で
作
成
し
た
も
の
で
個
性
豊

か
な
約
80
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
研
究
会
特
別
支
援
教
育
部

会
が
「
日
ご
ろ
の
頑
張
り
や
成
長

ぶ
り
を
家
族
や
市
民
に
広
く
伝
え
た

い
」
と
毎
年
主
催
し
、
今
年
で
22
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
鑑
賞
に
訪
れ
た
ご
夫
婦

は
、「
ど
の
作
品
も
個
性
が
生
き
て
い

て
、
き
ら
め
き
あ
ふ
れ
る
作
品
ば
か

り
。
大
胆
な
色
使
い
が
と
て
も
新
鮮

だ
っ
た
。
ま
た
、
工
作
物
に
は
細
か

い
工
夫
な
ど
が
あ
る
点
も
素
晴
ら
し

い
。」
と
話
し
、
み
ず
み
ず
し
い
感

性
に
打
た
れ
た
様
子
で
し
た
。

～
日
本
書
作
院
展
で
入
選
～

い
ま
す
。

　「
書
は
書
い
て
い
る
人
の
心
ま
で

写
し
出
す
も
の
だ
か
ら
。
こ
こ
に
書

の
醍
醐
味
が
あ
る
。」
と
語
る
中
谷

さ
ん
か
ら
、
書
の
奥
深
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

中
谷
さ
ん
の
声

　
今
回
の
入
選
は
、師
匠
の
ご
指
導
、

家
族
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。将
来
は
書
家
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

 

安
全
・
安
心
へ
の
配
慮
が
評
価

～
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
～

　
第
53
回
茨
城
県
稲
作
共
進
会
表
彰

式
が
２
月
23
日
、
県
Ｊ
Ａ
会
館
に
お

い
て
行
わ
れ
、
茨
城
県
内
か
ら
多
数

出
品
さ
れ
た
中
か
ら
厳
選
な
る
審
査

の
も
と
、
高た
か
の野 

智と
し
み
つ光
さ
ん
（
福
原
）

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
最
優
秀
賞
と
な
る

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
米
穀
需
給
の
動
向
に
対
応
し
た
米

の
安
定
生
産
、
品
質
向
上
お
よ
び
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
全
・
安
心
へ

の
配
慮
な
ど
を
実
践
し
た
高
野
さ
ん

の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
野
さ
ん
は
、
昨
年
の
優
良
賞
に

引
き
続
く
受
賞
で
、
安
全
・
安
心
で

 

記
録
へ
ジ
ャ
ン
プ
！

～
６
０
０
人
の
参
加
者
で
熱
気
ム
ン
ム
ン
～

お
い
し
い
お
米
を
つ
く
る
生
産
者
と

し
て
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
１
チ
ー
ム
12
人
で
行
う
長
縄
跳
び

で
回
数
を
競
い
合
う
、「
第
４
回
つ
く

ば
み
ら
い
市
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ

10
」
が
２
月
13
日
、
市
総
合
運
動
公

園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
６
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
、
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
と
中
学
・
一
般
の
部

で
構
成
さ
れ
、
今
大
会
の
優
勝
チ
ー

ム
は
な
ん
と
、
２
７
３
回
の
大
記
録

を
作
り
ま
し
た
。
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天
国
の
お
父
さ
ん
「
や
っ
た
よ
！
」

～
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
で
世
界
一
～

　
２
本
の
ロ
ー
プ
を
使
い
、
４
、５

人
で
行
う
、
な
わ
と
び
競
技
の
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
。
向
か
い
合
っ
た
2
人
の

タ
ー
ナ
ー
（
回
し
手
）
が
、
両
手
の

ロ
ー
プ
を
半
周
ず
ら
し
て
内
側
に
回

す
中
を
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
（
跳
び
手
）

が
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
交
え
な
が
ら
跳

ぶ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
の
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
の
世
界
大
会
が
、
昨
年
12
月

に
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か

れ
、本
市
の
寺て
ら
じ
ま嶋

亜あ

き樹
さ
ん
（
福
岡
）

【
日
本
体
育
大
３
年
】
の
所
属
す
る

日
本
代
表
チ
ー
ム
「
鳳ほ
う
お
う凰

」
が
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　「
跳
ん
で
い
る
時
間
は
と
て
も
楽

し
い
！
」
と
笑
顔
で
魅
力
を
語
る
亜

 

女お

か

み将
さ
ん
や
力
士
た
ち
が
熱
弁

～
伊
奈
東
中 

立
志
の
集
い
～

　
昔
の
元
服
に
倣な
ら

い
、
数
え
で
15
歳

に
な
る
２
年
生
91
人
が
参
加
し
、
将

来
を
考
え
る
立
志
の
集
い
が
２
月
10

チーム鳳凰の皆さん（一番左が寺嶋さん）
日
、
伊
奈
東
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
地
元
立
浪
部
屋
女
将
の

市い
ち
か
わ川 

美み

さ

こ

沙
子
さ
ん
や
力
士
ら
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
演
し
、
大
相
撲
の
世

界
の
話
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、「
素
直

な
気
持
ち
を
持
っ
て
、『
あ
り
が
と

う
』
と
い
え
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し

樹
さ
ん
に
、
秘
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
大
会
に
応
援
に
来
て
く
れ

て
い
た
ご
両
親
で
し
た
が
、
昨
春
、

お
父
さ
ま
が
他
界
さ
れ
、
今
大
会
へ

の
思
い
入
れ
は
一
段
と
強
か
っ
た
よ

う
で
す
。
亜
樹
さ
ん
も
「
お
父
さ
ん

は
無
口
な
人
で
し
た
が
、天
国
で
は
、

『
お
め
で
と
う
』
と
言
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
。
ま
た
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
や
約
束
を
守
る
こ
と
な
ど
社
会
の

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。」

と
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　
後
半
に
は
、
マ
ッ
ト
で
作
っ
た
土

俵
の
上
で
、
力
士
た
ち
が
ま
わ
し
姿

に
な
り
、
男
子
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い

け
い
こ
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

熱心に子どもたちへ語りかける女将さん

 福は内！鬼は外！
～市内各地で豆まき～

　節分の２月３日、市内各所で豆まきが行われ

ました。

　板橋不動尊では、日中に市内幼稚園・保育所

の子どもたちが参拝を済ませると、「福は内！鬼

は外！」と元気よく豆をまいていました。
　夜には、地元立

浪部屋の力士たち

や 年 男 の 皆 さ ん

が、福豆をはじめ、

もちやだるまなど

が入った福袋をま

き、境内を埋めた

参拝客らは、今年

の「福」をつかみ

取ろうと、競って

 

恋
人
は
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス

～
伊
奈
高
校
　
石い

し
や
ま山 

優ゆ

か花
さ
ん
～

手を伸ばしていま

した。

　また、小絹八坂

神社でも恒例の節

分祭が行われ、招

かれた立浪部屋の

力士や年男にあた

る地元小学６年生

らが豆をまき、多

くの参拝客でにぎ

わいました。

　
伊
奈
高
校
吹
奏
楽
部
二
年
生
の
石

山
優
花
さ
ん
が
、「
あ
な
た
の
街
で
夢

コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
テ

レ
ビ
番
組
）」
に
出
演
し
、東
京
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
見
事

な
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
堂
々
と
し
た
演
奏
は
、
満
員

の
観
客
を
魅
了
し
、
盛
大
な
拍
手
を

浴
び
ま
し
た
。

サックス奏者の須
す が わ

川 展
の ぶ や

也さん（右）と
石山さん（左）
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　市では、市の基本的な計画などを策定しようとするときに、事前に素案
を公表し、市民の皆さんからご意見を伺い、寄せられたご意見を考慮して
最終案をつくります。
　今回は、次の案件へのご意見を募集します。

聴かせてください！

 あなたの 意見
【
意
見
を
提
出
で
き
る
方
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
、
意
見
を
提
出
で
き
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

　
有
す
る
方

・
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に

　
勤
務
し
て
い
る
方

・
市
内
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方

【
閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集
期
間
】

　
次
の
期
間
内
に
、
条
例
（
案
）
の

閲
覧
・
配
布
（
有
償
）
お
よ
び
意
見

募
集
を
行
い
ま
す
。

・
３
月
19
日
㈮
～
４
月
18
日
㈰
（
閉

　
庁
日
も
可
）

※
募
集
期
間
終
了
後
、
募
集
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
担
当
課
で
公

表
し
ま
す
。
　

【
閲
覧
で
き
る
場
所
】

　
次
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
伊
奈
庁
舎
　
市
民
窓
口
課

・
谷
和
原
庁
舎
　
産
業
政
策
課

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.tsukubam

irai.lg.jp/

sec/hisyo-koutyou/pabkom
e/09.htm

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
意
見

提
出
用
紙
を
、
産
業
政
策
課
ま
で
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
閲
覧
場

所
へ
直
接
持
参
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課

（
〒
３
０
０
︲
２
４
９
２
　
つ
く

ば
み
ら
い
市
加
藤
２
３
７
）　
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
２
）
FAX 

52
︲
６
０
２
４

・
市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
方

・
条
例
（
案
）
に
利
害
関
係
を
有
す

　
る
方

　市では、企業立地促進に基づく
工場立地法で定める緑地面積率の
緩和を検討しています。
　今回、この案に対するご意見を
募集します。
※同意企業立地重点促進区域とは…特
に重点的に企業立地を図るべき区

域のことをいいます。
※工場立地法とは…工場立地が環境
の保全を図りつつ適正に行われ、
国民経済の健全な発展と国民の福
祉の向上に寄与することを目的と
した法律です。

【つくばみらい市同意企業立地重点促進区域における
　　　　　　　　　　　　　　　　緑地面積率等を定める条例(案)】

案件名

縦覧できます 固定資産税

○つくばみらい市の納税者であれば「土

　地家屋価格等縦覧帳簿（所在・地目・

　種類・面積・評価額などがわかるもの、

　所有者名の記載なし）」により、他の

　物件を縦覧できます。

○自己の資産については、これまでどお

　り名寄帳の閲覧ができます。

○借地人、借家人なども、対象となる物

　件の閲覧や証明を請求できます。

※縦覧・閲覧を申請する場合は、納税者

や借地・借家人であることを証明できる

ものを用意してください。（代理人の場合

は委任状が必要です。）

▼縦覧期間＝４月１日㈭～30日㈮　　
　午前8時30分～午後5時15分（土日祝

　日を除く）

▼縦覧場所＝伊奈庁舎税務課

　   伊奈庁舎税務課
　　☎58‐2111（内線1135～1137）

　固定資産税の情報開示制度により、
納税者の皆さんが、他の土地や家屋の
価格との比較ができます。

問

【 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
市
民
協
働
」】

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
10
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
　

　
こ
の
法
律
は
、
男
女
が
お
互

い
を
尊
重
し
共
に
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
、
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
な

ど
が
中
心
と
な
っ
て
意
識
啓
発

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
法
律
施
行
か
ら
10

年
が
過
ぎ
て
も
、
固
定
的
役
割

分
担
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い

る
こ
と
、
意
思
決
定
の
場
に
女

性
の
参
画
が
少
な
い
こ
と
、
男

性
の
家
事
・
育
児
に
関
わ
る
時

間
が
短
い
こ
と
、
男
女
間
に
お

け
る
暴
力
が
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
は
程
遠
い
現
状
が

個性と能力を生かす社会へ
～男女共同参画コラム～

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
の
私
た
ち
は
何
を
す
べ

き
か
―
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
は
、
市
、
市
民
お
よ

び
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
あ
る
責
務
と
役
割
を
果
た

し
、
積
極
的
に
協
働
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
は
市
民
お
よ
び

事
業
者
と
共
に
、
市
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
姿
を
示
す
「
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
の
制

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
市
民
協

働
」。
市
は
、
市
民
や
事
業
者

の
率
先
し
た
取
り
組
み
を
積
極

的
に
応
援
・
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
共
に
推
進
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Vol.6

14－広報つくばみらい３月号（No.48）－

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

みらい号

～
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
～

運
行
計
画
の
概
要

◆
運
行
開
始
日

　
４
月
５
日
㈪

◆
運
賃

　
大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
０
０
円

／
回
・
子
ど
も
（
小
学
生
）
50
円
／

回※
未
就
学
児
、
障
が
い
者
お
よ
び
そ

の
介
護
者
１
人
は
無
料

◆
利
用
対
象
者

　
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す　

◆
運
行
ル
ー
ト

　
Ｔ
Ｘ
「
み
ら
い
平
駅
」
を
中
心
に

市
内
の
東
、
南
、
北
西
の
３
ル
ー
ト

を
設
定
し
、各
ル
ー
ト
と
も
右
回
り
、

左
回
り
を
行
い
ま
す

◆
運
行
便
数

　
各
ル
ー
ト
と
も
１
日
４
便
で
運
行

し
ま
す
（
右
回
り
２
便
、
左
回
り
２

便
）　

◆
運
行
順
序

　
１
便
目
右
回
り
、２
便
目
左
回
り
、

３
便
目
右
回
り
、
４
便
目
左
回
り

　
　

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
２
）

　
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
57
︲

０
１
２
３

問 問

　
現
在
、
運
行
し
て
い
る
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
み
ら

い
号
」
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
4
月
5
日
㈪
か

ら
運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
変
更
に
伴
い
、
き

ら
く
や
ま
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

Ｎ
◆
詳
し
く
は
「
バ
ス
マ
ッ
プ
」
を
…

　
詳
細
な
ル
ー
ト
と
ダ
イ
ヤ
は
、
今

回
各
戸
に
配
布
し
ま
す
「
バ
ス
マ
ッ

プ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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国
税
専
門
官
募
集

  

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

（
一
般
・
技
術
）
募
集

　
総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

⑧
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
Ｊ
ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
）

▼
定
員
＝
①
20
人
②
25
人
③
～
⑧
各

　
10
人

※
申
込
期
間
は
各
講
座
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術
専

門
学
院
☎
０
２
８
０
‐
７
６
‐

０
０
４
９

４月６日から15日まで春の全国交通安全運動「交通ルールを守り　交通事故防止に努めましょう」

茨
城
県
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

に
登
録
を
！

　
社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会
で

は
、
茨
城
県
か
ら
の
委
託
を
受
け

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
医
療
の
進
歩
や
高
齢
化
社

会
の
到
来
に
よ
り
看
護
職
の
重
要
性

が
増
大
し
、
病
院
や
訪
問
介
護
等
に

従
事
す
る
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
、
准
看
護
師
の
需
要
が
急
激
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
看
護
職
の
方
に
、
ひ
と
り

で
も
多
く
就
業
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
無
料
で
就
職
相
談

お
よ
び
職
業
相
談
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
登
録
す
る
と
年
４
回
広

報
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
未
就
業
の
方
や
定
年
退
職

予
定
の
看
護
職
の
方
、
将
来
就
職
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
茨
城
県
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　  

社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会
・

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

‐
２
２
１
‐
７
０
２
１

問

問

問 相
談
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集

▼
受
講
資
格
＝
い
の
ち
の
電
話
の
趣

　
旨
に
賛
同
し
、
24
時
間
受
信
体
制

　
で
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き

　
る
方
で
、
年
齢
が
23
歳
～
62
歳
ま

　
で
の
方
。
性
別
・
学
歴
・
職
業
は

　
問
い
ま
せ
ん
。

▼
研
修
会
場
＝
つ
く
ば
市
周
辺

▼
研
修
期
間
＝
平
成
22
年
６
月
か
ら

　
約
２
年
間

▼
応
募
期
間
＝
４
月
１
日
㈭
～
５
月

　
７
日
㈮

※
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

◎
つ
く
ば
☎
０
２
９
‐
８
５
２

‐
８
５
０
５
◎
水
戸
☎
０
２
９
‐

２
４
４
‐
４
７
２
２

社
会
福
祉
法
人
　
茨
城
い
の
ち
の
電
話

▼
受
験
資
格
（
平
成
23
年
４
月
１
日

　
現
在
）

◎
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22
歳

　
未
満
の
方
は
大
学
卒
業
、
ま
た
は

　
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

◎
大
学
院（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）

　
修
士
取
得
の
方
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
間
＝
平
成
22
年
４
月
１
日

　
㈭
～
5
月
10
日
㈪

▼
試
験
期
日

◎
一
次
試
験
…
５
月
15
日
㈯
、
16
日

　
㈰
は
飛
行
要
員
の
み

◎
二
次
試
験
…
６
月
15
日
㈫
～
17
日

　
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
日

▼
試
験
場
所
＝
別
途
各
人
に
通
知

　
　   

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
・
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎

０
２
９
７
‐
64
‐
３
３
５
１

問
申平成22年度

総
務
省
・
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
）
で
は
、
あ
な
た
の
技
術

や
経
験
を
生
か
し
て
、
そ
の
国
づ
く

り
に
貢
献
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
体
験

談
や
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
つ
く
ば
会
場
説
明
会
①
】

▼
日
時
＝
４
月
３
日
㈯
　
◎
シ
ニ
ア

　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
午
前
10
時

　
～
◎
青
年
海
外
協
力
隊
…
午
後
２

　
時
～

▼
会
場
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
（
つ
く
ば

問

▼
受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
方
で
、
大
学
卒
業
お
よ
び
平

　
成
23
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
の
方
、
ま
た
、
人
事
院
が
同
等
の

　
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
方

▼
試
験
内
容
＝
大
学
卒
業
程
度

▼
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

▼
試
験
期
日

◎
第
１
次
試
験
…
６
月
13
日
㈰

◎
第
２
次
試
験
…
７
月
20
日
㈫
～
27

　
日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
日

▼
採
用
予
定
者
数
＝
約
８
５
０
人

（
全
国
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

問

ス
利
用
者
の
方
の
声
を
電
気
通
信
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
22
年

度
電
機
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

　
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方

▼
活
動
内
容
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
　

　（
年
２
回
・
全
員
）、会
議
出
席
（
年

　
１
回
）、
会
議
出
席
（
年
１
回
）

▼
委
嘱
期
間
＝
６
月
１
日
㈫
～
平
成

　
23
年
３
月
末

▼
応
募
期
限
＝
４
月
２
日
㈮

▼
そ
の
他
＝
謝
礼
あ
り

※
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　 

総
務
省
関
東
総
合
関
東
総
合
通

信
局
・
電
気
通
信
事
業
課
☎
０
３
‐

６
２
３
８
‐
１
６
７
６
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▼
家
賃
＝
所
得
と
家
族
構
成
に
よ
り

　
変
動

▼
募
集
期
限
＝
４
月
９
日
㈮

▼
入
居
開
始
予
定
日
＝
６
月
１
日
㈫

▼
決
定
方
法
＝
所
得
が
低
く
、
住
宅

　
に
困
っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
方

　
を
選
考
し
決
定

　
　  

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課
☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
２
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分

▼
勤
務
場
所
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー

▼
時
給
＝
１
０
９
０
円

▼
申
込
期
間
＝
３
月
23
日
㈫
～
30
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
日
を

　
除
く
）

▼
申
込
方
法
＝
市
健
康
増
進
課
（
谷

　
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

　
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
　   
健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
25
‐

２
１
０
０

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問  

市
嘱
託
職
員（
保
健
師
）  

  

募
集

　市
で
は
、
次
の
職
種
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
職
種
＝
保
健
師
（
資
格
取
得 

    

者
お
よ
び
資
格
取
得
見
込
み
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
健
康
増
進
・
母
子
保

　
健
事
業
に
係
る
業
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
雇
用
期
間
＝
４
月
上
旬
～
平
成
23

　
年
３
月
31
日

▼
勤
務
日
＝
土
・
日
・
祝
日
を
除
き

　
週
４
日
勤
務
（
相
談
可
）

※
休
日
出
勤
と
な
る
場
合
も
あ
り

問
申

問
申

 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
狸
穴
秋
葉
山
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
持

　
ち
家
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
不
可
）

②
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

③
原
則
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　
す
る
親
族
が
あ
る
方

④
市
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
収
入
基
準
に
当
て
は
ま
る
方
（
基 

　
準
額
月
額
20
万
円
以
下
）

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑦
そ
の
他
諸
条
件
あ
り

▼
募
集
戸
数
＝
１
戸

▼
場
所
・
間
取
り
＝
秋
葉
山
住
宅（
狸

　
穴
１
０
７
２
‐
４
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

 

谷
和
原
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

(

硬
式)

新
入
部
員
募
集

　
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
新
入
部
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
４
時
間
程
度
の
練
習
と
試
合
、
初

級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
在
籍
、
体
験

入
部
も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
練
習
期
日
＝
休
日（
土
・
日
・
祝
日
）

▼
場
所
＝
古
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
年
会
費
＝
６
０
０
０
円

　
　   

谷
和
原
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

URL  http://it-link.hp.infoseek.co.jp/ 

ま
た
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

合
運
動
公
園
内
）
☎
58
‐
４
０
０
５

常
総
青
年
会
議
所
創
立
35
周
年
記
念

　
社
団
法
人
常
総
青
年
会
議
所
で

は
、
創
立
35
周
年
を
記
念
し
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
　
桑
田

　真
澄 

氏

　
　
　（元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
）

  

桑
田
真
澄
氏
講
演
会

元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

問

問
申

　
講
演
テ
ー
マ「
試
練
は
人
を
磨
く
」

◇
野
球
人
生
で
数
々
の
試
練
を
乗
り

　越
え
、
磨
い
て
き
た
経
験
を
語
る

▼
日
時
＝
６
月
13
日
㈰
　
開
場
…
午

　
後
１
時
、
開
演
…
午
後
２
時

▼
会
場
＝
取
手
市
民
会
館

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
募
集
定
員
＝
先
着
１
０
０
０
人

▼
応
募
方
法
＝
４
月
１
日
に
掲
載
さ

　
れ
る
常
総
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　 

常
総
青
年
会
議
所
・
35
周
年
特

別
実
行
委
員
会
（http://w

w
w

.
joso-jc.com

/

）（
平ひ
ら
つ
か塚
）
☎
０
９
０

‐
２
７
３
０
‐
２
０
０
８

県
立
古
河
産
業
技
術

専
門
学
院
・
在
職
者

訓
練
講
座
の
ご
案
内

　
茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学

院
で
は
、
平
成
22
年
度
在
職
者
訓
練

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
会
場
＝
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

▼
受
講
料
＝
各
講
座
共
２
９
０
０
円

▼
講
座
の
種
類

①
第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

（
学
科
）　

②
第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

（
実
技
）　

③
二
級
建
築
士
受
験
対
策
（
計
画
）

④
二
級
建
築
士
受
験
対
策
（
法
規
）

⑤
二
級
建
築
士
受
験
対
策
（
構
造
）

⑥
二
級
建
築
士
受
験
対
策
（
施
工
）

⑦
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

平成22年度
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象
と
な
り
ま
す
。

※
手
当
は
毎
年
3
月
に
当
該
年
度
分

を
支
給
（
口
座
振
込
）
し
ま
す
。

▼
申
請
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉 

    

課
窓
口

▼
必
要
書
類

①
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

②
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
等

③
印
鑑

 

　     

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課
☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

　
取
手
市
内
に
設
置
し
て
い
る
県
南

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
貸
し
出
し
て

い
る
施
設
の
一
部
が
、
４
月
か
ら
有

料
化
さ
れ
ま
す
。
使
用
料
は
、
１
時

間
当
た
り
会
議
室
が
１
０
０
円
、
和

室
が
50
円
と
な
り
ま
す
。

　 

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
☎
48
‐
２
３
３
９

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
で
は
、

茨
城
県
と
本
市
か
ら
の
補
助
を
受
け

行
っ
て
い
る
「
が
ん
ば
る
商
店
街
支

援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
誌

『
あ
ぶ
に
ー
る
商
店
街
』
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
の
Ｐ
Ｒ
誌
を
持
っ
て
掲

載
店
舗
を
利
用
す
る
と
、
各
店
舗
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
参
加
す
る
と
、
市
の
特

産
品
な
ど
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
誌
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参

加
店
の
他
、
市
役
所
・
公
民
館
な
ど

   

難
病
患
者
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
手
当
は
、
原
因
不
明
で
治
療

方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
難
病
疾

病
患
者
の
方
の
、
心
身
の
安
定
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
目
的
の
た
め
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

で
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
当
は
、
申
請
に
基
づ
き
支

給
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
支
給
要
件
＝
茨
城
県
発
行
の
「
一  

   

般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
を 

   

持
っ
て
い
て
、
市
内
に
住
民
登
録

   

ま
た
は
外
国
人
登
録
が
あ
る
こ
と

▼
支
給
額
＝
月
額
１
千
円

※
申
請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対 

 

　
日
本
舞
踊
発
表
会

▼
日
時
＝
３
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30

　
分
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
取
手
市
戸
頭
公
民
館

▼
演
目
＝
儀
太
夫
万
歳
、祝
賀
の
舞
、

　
京
の
四
季
、
無
法
松
の
一
生
な
ど

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
出
演
者
＝
◎
壽こ
と
ぶ
き
か
せ
ん

香
扇
、
香か
せ
ん
か
い

扇
会
一

　
同
、
壽
こ
と
ぶ
き
り
ゅ
う

流
お
け
さ
会
小
絹
サ
ー

　
ク
ル
、
壽
流
本
部
、
千ち
ば
じ
ょ
う
だ
い
こ

葉
城
太
鼓

　
の
会

　 

壽
流
香
扇
会
（
大お
お
ぐ
ち口
）
☎
52
‐

４
７
９
１

若
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商

法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
若
者

か
ら
の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
若
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
ト
ラ

ブ
ル
に
は
、「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

セ
ー
ル
ス
（
突
然
見
知
ら
ぬ
人
か
ら

電
話
が
あ
り
、
会
っ
て
話
が
し
た
い

と
喫
茶
店
な
ど
に
呼
び
出
し
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
商
法
）」

や
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
（
路
上
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
と
称
し
呼
び

止
め
、営
業
所
な
ど
に
連
れ
て
行
き
、

契
約
を
さ
せ
る
商
法
）」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
商
法
で
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
8
日
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件

解
除
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
、

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
突
然
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
親
し
げ

に
さ
れ
て
も
、
安
易
に
話
を
し
た

り
、
出
向
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

問

　
里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。 

　
里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み
集
積
所
な

ど
へ
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
４
月
４
日
㈰
、
５
月
２
日
㈰

　
午
後
１
時
～
３
時
　
※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

▼
手
数
料
＝
２
０
０
０
円

　  

占う
ら
べ部

　
☎
58
‐
７
１
６
８

犬
・
猫
里
親
の
会

問

難
病
患
者
福
祉
手
当

問

問
申

問 問

　
　
お
買
い
物
は

あ
ぶ
に
ー
る
商
店
街
で

　
市
商
工
会
が
Ｐ
Ｒ
誌
を
発
行

身
障
者
用
駐
車
場
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
を
！

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

身
障
者
用
駐
車
場
は
、
歩
行
が
困
難

な
方
の
も
の
で
す
。
健
康
な
方
は
、

譲
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
定
最
低
賃
金
が
改
定

　
特
定
の
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
茨
城

県
の
特
定
最
低
賃
金
（
時
間
額
）
が
、

平
成
21
年
12
月
31
日
か
ら
次
の
と
お

　
4
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
4
月
12
日
㈪
～
14
日

　
㈬ 

※
定
例
総
会
は
、
4
月
26
日
㈪
の
予

　
定
で
す
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
２
０

～
２
）

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
鉄
鋼
業
…
７
８
５
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械

　
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

　
…
７
７
２
円

③
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・  

　
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、
医

　
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、
光

　
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電
子
部

　
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

　
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

　
具
、
時
計
・
同
部
分
品
製
造
業
…

　
７
６
５
円

④
各
種
商
品
小
売
業
…
７
３
７
円

　  

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

◎
☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

◎
常
総
労
働
基
準
監
督
署
☎
22
‐

０
２
６
４

問
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

    

谷
和
原
庁
舎
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎
25
‐
３
２
８
８

公
共
機
関
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　 

市
商
工
会
伊
奈
事
務
所
☎
58
‐

１
７
０
０
、
市
商
工
会
谷
和
原
事
務

所
☎
52
‐
４
３
３
１

問

県
南
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
の
施
設
使
用
が
一

部
有
料
に
！
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ご
利
用
く
だ
さ
い

事
故
に
あ
っ
た
方
の

無
料
相
談

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通

有料広告掲載募集中!!
「広報つくばみらい」に広告を出して、お店や会社を
ＰＲしませんか！
　お問い合わせは、伊奈庁舎秘書広聴課へ

　☎58-2111（内線1201～ 1203）

つくばみらい広
報

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
困
り

の
方
に
、
最
適
な
相
談
窓
口
や
解
決

に
役
立
つ
法
制
度
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
資
力
の
少
な
い
方
を
対
象

と
し
た
無
料
法
律
相
談
の
案
内
も

行
っ
て
い
ま
す
。

 
☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

　
　
　
　
　
　
　
　（
お
な
や
み
な
し
）

 【  

開
設
時
間  

】

▼
月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
９

　
時

▼
土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
９
時 

　  

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
茨
城

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
茨
城
）
☎

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
３
９
０

 

　法
テ
ラ
ス
茨
城

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

　
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料

負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
、

お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30

　
分
～
午
後
０
時
30
分

◎
受
付
電
話

　

　
☎
０
２
９ 

‐
２
２
８ 

‐
０
６
０
０

　
☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
２

▼
回
答
者
＝
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉

　
団
体
の
ス
タ
ッ
フ

▼
相
談
料
＝
無
料

　 

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎  

０
２
９ 

‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

　
市
高
野
台
３
‐
６
）

【
つ
く
ば
会
場
説
明
会
②
】

▼
日
時
＝
４
月
24
日
㈯
協
力
隊
・
シ

　
ニ
ア
合
同
開
催
…
午
後
１
時
30
分

　
～

▼
会
場
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ

　
く
ば
市
竹
園
２
‐
20
‐
３
）

《
応
募
関
係
》

▼
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈭
～
５
月

　
17
日
㈪

▼
応
募
資
格
（
平
成
22
年
５
月
17
日

　
現
在
）
◎
青
年
海
外
協
力
隊
…
20

　
歳
～
39
歳
ま
で
の
方
　
◎
シ
ニ
ア

　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
40
歳
～
69

　
歳
ま
で
の
方

※
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
担
当
☎
０
２
９
‐

８
３
８
‐
１
７
７
４

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
日
本
放
送
協
会
学

園
）
で
は
、通
信
制
の
高
等
学
校
「
普

通
課
」の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
で

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放

送
を
利
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
課
程

で
、
３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。
登
校
は
月
に
１
～
２

回
程
度
で
す
。

▼
募
集
学
科
＝
高
等
学
校
・
普
通
課

▼
履
修
年
数
＝
３
年
※
転
編
入
あ
り

▼
応
募
資
格
＝
中
学
校
を
卒
業
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制

高
等
学
校
生
徒
募
集

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
不
動
産
相
談
会

　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
無
料
で
不
動

産
価
格
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

◎
牛
久
会
場
【
牛
久
市
中
央
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
】
４
月
２
日
㈮
午
前 

    

９
時
30
分
～
正
午

◎
土
浦
会
場
【
茨
城
県
県
南
生
涯
学

   

習
セ
ン
タ
ー
　（
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
内
）】 

   

４
月
６
日
㈫
午
前
9
時
30
分
～
正
午

     
社
団
法
人
茨
城
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
☎
０
２
９
‐
２
４
６
‐

１
２
２
２

　
常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
年
金
相
談

問 　
方
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
。

　
高
等
学
校
中
退
者
な
ど

▼
申
込
方
法
＝
請
求
に
よ
り
入
学
案

　
内
書
と
願
書
を
送
付
し
ま
す
。
出

　
願
受
け
付
け
順
に
書
類
選
考
と
面

　
接
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
４
月
20
日
㈫

　
　  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
◎
代
表
☎

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１
◎

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金

請
求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話
　
☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
４
月
16
日
㈮
　
午
前
10
時

　
～
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　 

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

事
故
の
態
様
の
複
雑
化
に
よ
り
、
そ

の
解
決
に
困
っ
て
い
る
方
々
の
た
め

に
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

や
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
１
６
９
３

▼
相
談
日
＝
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

　
５
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
事
前
連
絡

▼
弁
護
士
相
談
＝
毎
月
第
２
・
４
水

　
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

※
要
予
約

     

日
本
損
害
保
険
協
会
・
水
戸
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
水

戸
市
三
の
丸
１
‐
４
‐
73
水
戸
三
井

ビ
ル
10
階
）
☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐

１
６
９
３

問
申

問
申

問問

問問
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区　分 電　気 燃　料 公用車 汚水処理※ その他 合　計ガソリン車 軽油車

平成20年度（A） 6,063 862 188 49 204 3 7,369
平成17年度（B）
(基準年度) 6,140 931 168 42 154 4 7,439

-77
(1.25%減)

-69
(7.41%減)

20
(11.9%増)

7
(16.66%増)

50 
(32.47%増)

-1
(25.0%減)

-70
(0.94%減)

【温室効果ガス排出量の推移】 単位：ｔ-CO₂

※汚水処理については、加入世帯から排出されたものを含んだ処理量から算定　

①エアコン設定温度は今までより暖房
　マイナス１℃、冷房プラス１℃に設
　定する。
②テレビは見たい番組だけ見て、つ
　けっぱなしにしない。
③一つの部屋でテレビを見たりエアコ
　ンを使うようにして、無駄な電力を
　減らす。
④電子レンジ、炊飯器、テレビなどの
　待機電力をカットする。

⑤洗濯にはお風呂の残り湯を有効利用
　し、節水と節電をする。
⑥シャワーは、水やお湯の量を減らし
　たり、節水タイプのものを利用する。
⑦移動手段を自家用車から公共交通機
　関にする。
⑧車はアイドリングせず、３分以上に
　なる場合はエンジンを止める。　
⑨普段から買い物袋を持ち歩き、必要
　ない場合はもらわない。

谷和原庁舎生活環境課 問

が
け
が
心
の
ち
た
私

 

球
地

 

！
す
ま
り
守
を

 

策
対
化
暖
温
球
地

　

単位：ｔ-CO₂

23

　

策
に
め
た
の
減
削
ス
ガ
果
効
室
温

17

度
年

23

に
で
ま
度
年

　

20

リ
ソ
ガ
る
よ
に
加
増
量
用
使
車
用
公

理
処
水
汚
る
よ
に
ど
な
上
向
率
入
加

素
窒
二
化
酸
一
や
ン
タ
メ
の
で
分
区

　

で
中
る
す
加
増
が
量
業
事
の
ど
な
道

り
あ
が
況
状
い
し
難
は
成
達
標
目
の

じ
は
を
と
こ
た
し
少
減
で
分
区
気
電

・
０
べ
比
に

94

　

み
組
り
取
て
し
と
所
業
事
模
規
大

に
減
削
の
量
出
排
ス
ガ
果
効
室
温
き

　

る
あ
で
つ
一
の
ス
ガ
果
効
室
温
る
な

　

が
と
こ
る
と
を
策
対
化
暖
温
球
地
で

な
れ
と
を
制
体
な
的
極
積
く
ら
づ
え

　

乏
が
感
実
る
い
て
し
出
排
を
素
炭
化

果
効
な
き
大
も
て
し
電
節
「」
い
し

を
置
装
電
発
光
陽
太
「」
い
な
出
が

　

が
要
必
る
え
変
に
的
本
根
を
ど
な
方

　

を
球
地
な
切
大
る
す
活
生
が
ち
た
も

て
け
続
み
生
く
多
を
ス
ガ
果
効
室
温

こ
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
ま
組
り
取
に

さ
少
減
を
量
出
排
の
素
炭
化
酸
二
も

　

小
は
策
対
る
き
で
が
り
と
ひ
人
一

持
を
心
関
に
壊
破
境
環
や
化
暖
温
球

地球を守る９の約束

　
成
19

20

定
算
を
量
出
排
ス
ガ
果
効
室
温
る
け
お
に
み
組
り
取
の
度
年

　

温室効果ガス削減のため、昨年夏にはグリーンカーテ
）舎庁原和谷は真写（。たしまし施実をン
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問

　

一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
肝
臓
機
能
障
害
が
重
症
化
し
、

治
療
に
よ
る
症
状
の
改
善
が
見
込
め
ず
回
復
が
困
難
な
場

合
は
、
身
体
障
害
の
対
象
と
な
る
と
し
て
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
肝
臓
機
能
障
の
あ
る
方
に
身
体
障
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

実施日 会　　　場 時　　　間

４月14日㈬

台営農研修センター

午
　
前

９時～９時20分
谷和原公民館　福岡分館 ９時30分～９時50分
南集荷所 10時～ 10時20分
根新田公民館 10時30分～ 10時50分
押砂公民館 11時～ 11時20分
北袋集落センター 11時30分～ 11時50分
田営農研修センター 午  

後

１時30分～１時50分
日川下公民館 ２時～２時20分
絹の台桜公園（橋の下） ２時40分～３時10分

４月15日㈭

上長沼集会所

午
　
前

９時～９時20分
下長沼公民館 ９時30分～９時50分
前新田公民館 10時～ 10時20分
谷和原公民館　谷原分館 10時30分～ 10時50分
みらい平駅自転車駐輪場（南側） 11時～ 11時20分
古川本田集会所 11時30分～ 11時50分
谷和原公民館

午  

後

１時20分～１時40分
宮戸公民館 １時50分～２時10分
下小目公民館 ２時20分～２時40分
寺畑ふるさと会館 ２時50分～３時10分

４月16日㈮

西寿荘
午
　
前

９時～９時40分
細代集荷所 ９時50分～ 10時10分
高齢者センター 10時20分～ 10時50分
下馬木生活改善センター 11時～ 11時30分
内宿公民館 午  

後

１時～１時20分
筒戸農村集落センター １時30分～１時50分
絹の台桜公園（橋の下） ２時～２時50分

【
対
象
と
な
る
方
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能

　
障
害
の
あ
る
方

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法

　
を
実
施
し
て
い
る
方

【
手
帳
交
付
の
手
続
き
】

【認定基準】
　主として、肝臓機能障害の重
症分類であるC

チャイルド

hild-P
ピ ュ ー

ugh分類
(※)によって判定します。
　３カ月以上グレードCに該当
する方が、おおむね対象となり
ます。ただし、診断前の６カ月
間にアルコールを摂取している
方などは対象となりません。
※Child-Pugh分類…肝性脳症、
腹水、血清アルブミン値、プロ
トロンビン時間、血清総ビリル
ビン値によって、肝機能障害の
重症度を評価します。

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
の
書
類
を

す
べ
て
そ
ろ
え
て
、
社
会
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
帳
の
交
付
は
本
年
４
月

１
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

・
申
請
書

・
診
断
書
（
身
体
障
害
者
手
帳
指
定

　
医
が
作
成
し
た
も
の
）

・
証
明
写
真
（
タ
テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３

　
㌢
）
２
枚

※
申
請
書
お
よ
び
診
断
書
は
、
社
会

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
手
続
き
方
法

や
指
定
医
な
ど
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
伊
奈
庁
舎
社
会
福

祉
課
☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
３
～
１

１
５
４
）

肝
臓
機
能
障
害
も

  
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
に

４月１日から

狂犬病予防
　集合注射のお知らせ

登録もできます！
　犬を飼ったら、狂犬病予防法に基づき、市町村へ
の登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です。
　市では、２２年度の狂犬病予防の集合注射を行い
ます（雨天決行、谷和原地区：４月　伊奈地区５月）。
　どの会場でも受けることができますので、忘れず
に受けましょう。

【狂犬病予防集合注射実施日程（谷和原地区）】

※伊奈地区の詳しい日程は、広報４月号（4/15発行）でお知らせする予定です。

●手数料（１匹あたり）
・新規登録と予防注射
　　　　５, ３００円
・予防注射のみ（登録済みの場合）
　　　　３, ３００円
※手数料の内訳
　・登録手数料…２, ０００円
　・注射手数料…２, ９００円
　・注射済票交付手数料…４００円

◆今回登録された犬は、今後登録の必要
　はありません。
◆会場によっては混雑が予想されます。
　スムーズな登録ができるよう、釣り銭
　の出ないようご協力ください。
◆市から郵送されたはがきは、必要事項
　を記入してお持ちください（問診票の
　欄は、必ずご記入ください）。　
◆登録した犬が亡くなった場合は、生活
　環境課へご連絡ください。
◆集合注射を受けられない場合は、最寄
　りの動物病院で受けてください。この
　場合、料金が異なることがあります。

　谷和原庁舎生活環境課
　☎58-2111（内線8137）
問
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

　図書館休館日
    4月    5日㈪ 12日㈪
 19日㈪ 26日㈪  
 29日㈷ ㈭  30日㈮

    読み聞かせ会（虹の会）
       4月10日㈯
　　午後２時
　　３歳ぐらいから
   おはなし会
       4月24日㈯
       午後２時
       ３歳～ 7歳くらい
    開館時間
　  午前10時～午後６時

   図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

◆ ◆ ◆　今月のおすすめ本　◆ ◆ ◆

『優　し　い　音』 
美

み わ

和裕
ひ ろ こ

子／作
小峰書店

 『お金を使う人　　　　

 
　お金に使われる人』

　山
やまもといちりき

本一力／ナビゲーター
   　　　時事通信社

　

千ち
な
み波

は
中
学
三
年
生
。ま
ず
ま
ず
の
学
校
生
活
も
突
然
「
無
視
」

が
開
始
。
落
ち
込
む
千
波
に「
潮
風
」と
名
乗
る
メ
ー
ル
が
届
く
。

メ
ー
ル
に
励
ま
さ
れ
て
頑
張
っ
て
い
く
千
波
。
卒
業
を
迎
え
て
仲

間
も
復
活
。
卒
業
式
も
終
え
た
校
庭
に
流
れ
た
曲
は
…
揺
れ
動
く

心
を
見
事
に
描
い
た
物
語
。

新しく入荷したＣＤ作品（一部紹介）

図書館に来たらのぞいてみよう！

ＣＤコーナー

【アニメ・子供向け】

【歌謡曲・邦楽】

【朗読・その他】

　今年は、歌謡曲や邦楽を中心に購入しました。ジャンルごとにご紹介しますので、気にな

るＣＤを見つけたら、ＣＤコーナーをのぞいてみてください。

　図書館には、ＣＤのほかにも、ビデオ、ＤＶＤ、カセットテープの視聴覚資料があります。

視聴覚資料は、１人あたり２点まで、２週間以内で貸し出しを行っています。

※（　）は、アーティスト名、原作者名などです。

住所等変更連絡のお願い
　利用者登録をされている方で、住所や電話番号を変更さ

れた方は、図書館までご連絡ください。予約資料の連絡な

どをスムーズに行うためにも、ご協力をお願いします。

　

山
本
一
力
氏
が
、
香か
や
ま山

リ
カ
氏(

精
神
科
医)

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
６
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、

「
お
金
の
持
つ
力
、
生
か
し
方
」
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ

を
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
る
か
示
唆
し
て
く
れ
る
。
小
見
出
し
が

工
夫
さ
れ
読
み
や
す
く
、「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
の
発
見
が
多
い
本
。

・私生児（高
た か み

見 順
じゅん

） ・ヴィヨンの妻（太
だ ざ い

宰 治
おさむ

）
・おくのほそ道（松

ま つ お

尾 芭
ばしょう

蕉） ・盆踊りベスト　

・スタジオジブリの歌（安
や す だ

田 成
な る み

美ほか） ・特選大河ドラマ名曲集（吉
よしまた

俣 良
りょう

）

・スーパー戦隊ベスト(サイキックラバー )
・テレビこどものうた！　男の子向き
・テレビこどものうた！　女の子向き

・世界名作劇場ＢＥＳＴ(大
おおすぎ

杉 久
く み こ

美子ほか)

・ビリー・ザ・ヒッツ（ビリー・ジョエル）
・ナンバーワン・エイティーズ
　（マイケル･ジャクソンほか）

・d
デ ビ ュ ー

ebut （辻
つ じ い

井 伸
の ぶ ゆ き

行）

・５× １０（嵐
あらし

） ・セカンドストーリー（秋
あきもと

元 順
じゅんこ

子）

・約束（ジェロ） ・５年モノ（福
ふくやま

山 雅
まさはる

治） 

・ALL　SINGLES　BEST（コブクロ） ・ALICE 30 SONGS（A
ア リ ス

LICE）

・レミオ ベスト(レミオロメン) ・スーパーベスト（小
こばやし

林 幸
さ ち こ

子）

・愛 am BEST（大
おおつか

塚 愛
あい

）

【洋楽・クラシック】
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応
援
し
ま
す
！
余
暇
の
過
ご
し
方

～
さ
ぁ
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
～
　

 

地
デ
ジ
の
準
備
大
丈
夫
？

～
い
ま
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
～
　

　
一
戸
建
て
住
宅
で
地
デ
ジ
を
ご
覧

に
な
る
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
で
す
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
付

い
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま

一
戸
建
て
の
方

　
市
生
涯
学
習
課
・
伊
奈
公
民
館
・

谷
和
原
公
民
館
で
は
、
余
暇
を
「
い

き
い
き
」
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
各
種
講
座
や
講
習
会
（
広

報
４
月
・
９
月
号
で
募
集
）
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て

（
仲
間
作
り
）・
楽
し
く
学
び
（
学

習
活
動
）・
心
の
ふ
れ
あ
い
（
地
域

力
）
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
自
主
的
に
活

動
し
て
い
る
文
化
的
各
種
団
体
を
紹

介
し
、
会
員
拡
大
等
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ぁ
一
歩
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
？

余
暇
を
「
い
き
い
き
」
と
過
ご
す
た

め
の
「
趣
味
さ
が
し
」「
楽
し
み
さ

が
し
」
に
…
。
見
学
・
体
験
コ
ー

ス
を
左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場所 サークル 開催日時 サークルからのメッセージ

谷和原
公民館

写真 4/8㈭午後１時30分 自然に触れ、レンズを通し自然をキャッチ｡アクティ
ブに活動しています。

絵手紙 4/8㈭午前10時 「下手でいいじゃない!」を基本に、今をとらえメッセー
ジを楽しく描いています。

水彩画 4/14㈬午前10時 水彩画の穏やかさ・柔らかさを楽しんでいます。

パステル画 4/28㈬午前10時 やさしいタッチのパステル画や、いろいろな技法の絵
にチャレンジ中です。

書道 4/15㈭午前10時 今静かなブームの書道。心静かに…温かく、そんな雰
囲気で筆を運んでいます。

コーラス 4/20㈫午前10時 スタートは野口雨情でした。心和む日本の歌を皆で楽
しく歌っています。

カラオケ 4/16㈮午前10時 「演歌は任せて！」とばかりに…活動しています。

ハーモニカ 4/21㈬午前10時 ポケットの中のオーケストラといわれるように、たく
さんの音をだせる楽器です。懐メロをただ今練習中。

ボクササイズ 4/21㈬午前10時 「運動不足解消」をキーワードに、ボクシングとエア
ロビクスを組み合わせたエクササィズです。

フラダンス 4/28㈬午後１時30分 軽快なハワイアンにのって 「アローハ！」 とにかく楽
しく、ストレス解消を！

太極拳 4/13㈫午後１時30分 成人病やメタボ予防のために良いそうですよ! その関
係か50代以降の方の参加者が多く見受けられます。

韓国語 4/10㈯午前10時 身近な国、韓国。そしてあこがれの韓流スター。まず
は、簡単なごあいさつから…。

俳句 5/15㈯午後１時30分 「赤とんぼ　筑波に雲もなかりけり」　正岡子規。余
計なものはいりません。五七五で表現してみましょう。

短歌 4/10㈯午後１時30分 京に都があったころより歌われてきた日本の文化。
五七五七七の31音で表現します。

パソコン 4/28㈬午後１時30分 まずは基本から!!  スタートボタンから覚えて…
「ゆっくり～ゆっくり～」のサークル活動です。

ビーズ 4/13㈫午前10時 いろいろなビーズを使い、自分のためのアクセサリー
作りを楽しんでいます。

ネオ・ステンド 4/15㈭午後１時30分 タイルをキャンパスとして、樹脂を使い描いていきま
す。輝きのある作品ができます。

生け花 4/8㈭午後７時30分 生け花やいろいろな花にチャレンジしています。

陶芸

4/16㈮午前10時 ベテランが多い陶芸サークルです。大物やおひな様な
どを作って、バラエティに富んだ作陶をしています。

4/15㈭午前10時 いろいろな手法で繊細な作品を作っています。

4/14㈬午前10時 主婦を中心としたグループで、実用的な作品を作って
います。

バドミントン 4/8㈭午前10時 日ごろの運動不足やストレスを解消しています。
参加者全員 「楽しく！」 をモットーに活動しています。

伊奈
公民館

押し花 4/3㈯午前10時 草花だけでなく、野菜や果物も押せます。日常の中の
身近なもので押し花を楽しんでいます。

自力整体 4/13㈫午後１時30分 毎日の健康のため、自分で自分の体を整えます。毎回、
終わったあとは身体がスッキリ！癒しの時間です。

切り絵 4/10㈯午前10時 一枚の紙からできる白と黒の芸術を楽しんでいます。
ハガキから大物まで、いろいろチャレンジしています。

ペン字 4/14㈬午前10時 きれいな字を書きたい！からスタートしました。最初
は下手で当たり前。上達を目指して活動しています。

ソフトエアロビクス 4/15㈭午後１時30分 運動不足の解消に！ストレス＆メタボ解消に！「元気
に無理なく」をモットーに楽しく活動しています。

小絹コ
ミセン

書道 4/10㈯午前10時 大きな作品（じょうふく）作りにもチャレンジしてい
ます。

水墨画 4/13㈫午前10時 東洋の絵画で、墨の濃淡で描きます。水墨画の繊細さ
と力強さを楽しみながら学んでいます。

オカリナ 4/9㈮午前９時30分 素朴な音色を持つ楽器ですが、いつしかこの音色に心
が癒されています。

　　谷和原庁舎生涯学習課
 ☎ 58- 2111（内線8215 ～ 16）
伊奈公民館 ☎ 58- 5081
谷和原公民館 ☎ 52- 2141

問

集
合
住
宅
の
方

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
方

し
ょ
う
。
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
電

気
店
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
Ｖ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
み
の
場
合
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
で
す
。
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
お
使
い
の
方
は
、
通

常
は
そ
の
ま
ま
で
受
信
で
き
ま
す

が
、
調
整
や
交
換
・
追
加
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
集
合
住
宅
な
ど
で
受
信
障
害
地
域

の
方
は
、
管
理
会
社
や
管
理
組
合
、

大
家
さ
ん
な
ど
、
共
同
受
信
施
設
の

管
理
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
改
修
工
事
は
比
較
的
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。
設
備
が
地
デ
ジ
対
応
な
ら
、

市
販
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ま
た
は

チ
ュ
ー
ナ
ー
が
使
え
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
ご
覧
の
場

合
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
機
器
を
レ
ン
タ
ル
す
る

な
ど
の
対
応
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲

０
１
０
１
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た

は
☎
０
３
︲
４
３
３
４
︲
１
１
１
１

問

※上記以外にも、いろいろな活動が行われています。詳しいことは、各公民館等ま
でお問い合せください。
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内
案
用
利
ご
の
室
進
増
康
健

　

30
分

　

30

30
分　

）
室
休
日
曜
月
（

　

料
●
　

　

会
習
講
用
利
室

    

問

！
い
さ
だ
く
用
利
ご

室
進
増
康
健

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

   7日㈬  午後６時30分

無料 10日㈯  午後１時
 13日㈫  午前９時
 18日㈰  午後１時

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

   7日㈬

 午前11時 100円
 14日㈬
 21日㈬
 28日㈬

チューブ運動

（30分程度）

   1日㈭

 午前11時 100円
   8日㈭
 15日㈭
 22日㈭

バランスボール

（１時間程度）

   2日㈮

  午前11時 100円
   9日㈮
 16日㈮
 23日㈮

【4月スケジュール】

※１

※２

申

◎ミニ教室の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

　

た
え
考
に
め
た
の
防
予
護
介
が

い
【

】
操
体
ス
ル
ヘ
き
い
き

活
生
常
日
（

る
え
行
に
楽
を
作
動
い
な
せ
か
欠
に

き
い
き
い
【

柔
の
体
（

行
を
）
操
体
る
す
り
た
め
高
を
性
軟

　

い
て
し
防
予
を
ど
な
倒
転
・
痛
ざ
ひ

　

ま
き
で
も
で
宅
自
に
単
簡
も
で
誰

等
方
い
た
し
を
換
転
分
気
や
り
く
づ

　

て
し
ち
待
お
を
加
参
ご
の
ん
さ
皆

  

ら
が
な
み
し
楽　

　

！
を
防
予
護
介

る
き
で
に
単
簡

　
　

！
す
で
操
体

参加者募集
！

申 問

ご参加ください！

　

」
防
予
護
介
「

う
よ
い
な
ら
な
に
態
状
な
要
必
が
護
介
（

？
か
ん
せ
ま
き
い
で
ん
組
り
取
に
）
と
こ
る
す
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
平
が
県
城
茨
※

21

成
作
に
月
７
年

上
向
能
機
の
）
ど
な
節
関
や
肉
筋
（

し
と
例
事
み
組
り
取
の
ム
ラ
グ
ロ
プ

●会場＝市総合運動公園　研修道場
●日時＝５月中旬～７月中旬までの毎週火曜日
　　　　午前９時45分～ 11時30分
　　（受け付けは午前９時15分～、希望者のみ血圧測定）
●対象＝65歳以上の市内在住者
●定員＝50人程度　※定員になり次第締め切ります。
●送迎＝あり（停留所・時間は後日お知らせします）
　　　　※送迎できる人数に限りがあります。
●参加費＝無料
●申し込み方法＝介護福祉課窓口または電話でお申し込
　　　　　　　  みください。
●申込期間＝３月23日㈫～４月13日㈫（土日を除く）
※簡単な体操ですが、病気にかかられている方は、念の
　ためかかりつけの医師に参加の可否をご確認くださ　
　い。
※お申し込みいただいた方には、後日詳しいお知らせを
　郵送します。

生い 

き 

活い 

き 

ク 

ラ 

ブ

　❀ 参加者の声 ❀

　　　
～入江 絹子さん～

　生き活きクラブに参加して一年、
きっかけは変形性股関節で治療をう
け、良くならず、そこで市の広報を
見てリハビリ体操を始めました。ご
親切な指導士で、私に合った股関節
を軟らげるストレッチで、また歌や
対話もあり結果は良好です。
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◇◇平成２２年度みらい健診のご案内◇◇

健診日 会場 申込期間 定員 検診日当日の受付時間

4月27日㈫ 　伊奈保健センター    4月 ７日㈬～   9日㈮
   各日
 200人

   ①午前７時 ～  ７時30分
   ②午前８時 ～  ８時30分
   ③午前９時 ～  ９時30分
   ④午前10時 ～ 10時30分

5月  9日㈰ 　伊奈保健センター
4月19日㈪～ 23日㈮

5月22日㈯ 　谷和原保健福祉センター

5月29日㈯ 　伊奈保健センター 5月10日㈪～ 12日㈬

《４月～５月に実施されるみらい健診①（胃がん検診あり・要予約）》

 ～国民健康保険加入者の方へ～         
特定健康診査のお知らせ
  日本人の死因の３割を占める心疾患と脳血管疾患。最
近になって内臓脂肪を減らすことで、これらの病気の
発症を抑えられることが明らかになってきました。
  この点に着目し、40歳から74歳までの方について内臓
脂肪がベースになって起こる「メタボリックシンドロー
ム」を見つけ出す「特定健康診査（メタボ健診）」を平
成20年度から実施しています。  「特定健康診査」は、各
医療保険者が実施するもので、国民健康保険加入者に対
しては市が、健康保険組合や共済組合などの加入者に対
しては、それぞれの保険者が実施します。
　生活習慣病の「芽」であるメタボリックシンドローム
に気づき、すぐに手を打てば、生活習慣病を予防するこ
とは可能です。まずは「特定健康診査」を受けて、自分
の健康状態を確認することからはじめてみましょう。
　
　
1.市で実施している「みらい健診」を受診する。    
※みらい健診で実施しているがん検診なども同　
　時に受診できます。
2.人間ドック、脳ドックの助成制度を利用し、医療機
関で受診する。      
※詳しいことは下記までお問い合わせください。
○特定健康診査・後期高齢者の健康診査・人間ドッ
　ク・脳ドック助成に関すること 
　　伊奈庁舎国保年金課　☎58-2111(内線1182)
○基本健康診査・がん検診に関すること　　　　
　　健康増進課　☎25-2100　　　

特 定 健 診 の 受 診 方 法

～年に一度の健康チェック！～

　健康状態を確認するためには、毎年の健診が欠かせません。
ご自身の健康づくりのために年に一度は健診を受け、健康的
な生活を送りましょう。
　平成22年4月から平成23年2月にかけ、「みらい健診①」「み
らい健診②」を実施します。

※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせていただきます。
●各健診項目には、対象者・対象年齢・負担額等が定められています。6月以降の
みらい健診の日程など、詳しくは、「平成22年度つくばみらい市健康管理予定表」
をご覧ください。
●受診券について
　平成22年度「基本健康診査」「特定健康診査」「後期高齢者の健康診査」の対象
となる方へ、4月中旬から下旬頃に市から健康診断受診券を郵送します。この受診
券は、健診を受診する際に必要となりますので、大切に保管のうえ、健診日当日
ご持参ください。　　

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。

○子どもの健診・教室など
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診  26日㈪ 午後１時～２時 平成22年１月生
１歳６カ月児健診  28日㈬ 午後１時～２時 平成20年９月生
２歳児歯科健診 ９日㈮ 午後１時～２時 平成20年３月生
３歳児健診 ２日㈮ 午後１時～２時 平成19年２月生
離乳食教室(前半) 13日㈫

（予約制）
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

14日㈬ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～ 12カ月児と保護者

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

日　　時 会　　場
移動健康相談

（予約不要）
９日㈮

　午前９時30分～ 11時30分
樛木公民館

○相　談

◆みらい健診①の申し込み方法
▼申し込み方法①申込受付専用電話                       
                                   ☎ 2

にっこり

5 - ２
つ

９
く

８
ば

３
みらい

　

 　                　 ②谷和原保健福祉センター窓口
▼申込受付時間＝午前９時～午後５時
※上記以外の方法による受け付けおよび同一世帯のご家族以
外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始から30分は電話が集中し、大変かかりにくくなっ
ています。ご了承ください。 社会保険被扶養者等のがん検診受診について

　
市が行うがん検診や結核検診、肝炎ウイルス検診、婦人科検診などは、

ご
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

加入の保険証に関係なく受診できます。市から受診券が届かない方で
も受診できます。
　また、平成20年度から、40歳～ 74歳の方の健診は、各医療保険者が
特定健康診査を行うことになりました。みらい健診時に特定健康診査受
診を希望する場合は、事前に各医療保険者にお問い合わせください。

期　日 時　間 会　　場

３０日㈮ 午前９時30分～午後４時 伊奈保健センター

○献　血 ◆皆さまのご協力をお願いします◆

みらい健診①は、胃がん検診があり、予約制です。
みらい健診②は、胃がん検診がなく、予約は必要
ありません。

保健カレンダー ( ４月）
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～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕等）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でなけ

れば行うことができませんので、工事の際は指定を受けた事業者に依頼してください。

　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知りた
い場合は別途お問い合せください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道の漏水と修理について→市指定給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                                     

 水道課　 52 - 6100
 

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

㈲大久保水道工業 上島824 58 - 8177 成建工業㈱ 板橋3022-7 58 - 8613

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈲ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ヒタチ緑化㈱ 筒戸103 52 - 3251

㈲坂本設備工業 豊体番外3号 58 - 0070 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈱武平 福原188 57- 0600

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷口設備工業 真木67-1 52 - 2619

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

㈲戸井田設備 長渡呂201 58 - 1062 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

火災・救急統計
●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計

●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

２月分
1件

　2件
0件
3件

　
２月分

11件
74件

　29件
114件

22年分
2件

　2件
1件
5件

22年分
24件

169件
　51件
244件

固 定 資 産 税　　　第 １ 期
介 護 保 険 料　　　第 １ 期
保 育 料　　　４ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　４ 月 分
上 下 水 道 料 ※ 1　　　２ 月 分
下水道使用料(取）※2　　　１ 月 分
住 宅 使 用 料　　　４ 月 分
地 代　         ４ 月 分

☆納期限は
　　　　４月３０日(金)です。

※1：４月から水道料金と市下水道使
用料を「上下水道料金」として一本化
しました。

※2：（取）取手地方広域下水道組合

４月の納税など

　
　
　

　

    　
　
　
　
　
　

   

市
長
２
月
の
動
静
（
2
月
1
日
～
28
日
）

　
こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公

開
し
ま
す
。

1
日
㈪
＝
庁
議
、
常
総
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会

２
日
㈫
＝
土
浦
土
木
事
務
所
長
来
訪
、
利
根
川
水
系
県
南
水

　
　
　
　
防
事
務
組
合
議
会
、
県
南
地
方
総
合
振
興
協
議
会

３
日
㈬
＝
県
南
農
林
事
務
所
長
訪
問

４
日
㈭
＝
国
保
運
営
協
議
会

５
日
㈮
＝
消
防
救
急
無
線
広
域
化
等
及
び
消
防
指
令
業
務

　
　
　
　
の
共
同
運
用
等
検
討
協
議
会
設
立
総
会
、
市
町
村

　
　
　
　
長
自
治
研
究
会

８
日
㈪
＝
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
管
理
者
会
、
福
岡
堰

　
　
　
　
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

10
日
㈬
＝
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
議
会

12
日
㈮
＝
取
手
市
外
２
市
火
葬
場
組
合
議
会

15
日
㈪
＝
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
協
議
会
総
会

18
日
㈭
＝
家
庭
教
育
学
級
閉
級
式

19
日
㈮
＝
茨
城
み
な
み
農
協
専
務
理
事
来
訪
、
取
手
地
方
広

　
　
　
　
域
下
水
道
組
合
議
会

22
日
㈪
＝
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
検
討
委
員
会

23
日
㈫
＝
市
議
会
臨
時
会
、
伊
奈
地
区
交
番
連
絡
協
議
会

24
日
㈬
＝
入
札
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、
き
ぬ

　
　
　
　
医
師
会
病
院
運
営
会
議

26
日
㈮
＝
県
企
画
部
長
へ
要
望

問  ☎  ＜給水装置工事事業者一覧＞

４月１日から水道漏水の際の連絡先が変わります
　  

これまでは、広報でお知らせしました漏水当番へ直接連絡していただきました　 
　が、４月１日から、漏水修理を依頼される場合は、水道課までご連絡ください。

　

ふ 

る 

さ 

と 

づ 

く 

り 

寄 

附

     

伊
奈
庁
舎
財
政
課
　

　
　
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）

皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

問
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谷 和 原 庁 舎               4日・18日

伊 奈 庁 舎           11日・25日

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）

 【税務関係】　

　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

 【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　 鑑登録および印鑑証明書などの発行

※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
の登録・証明書発行などの手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
　◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（４月）

行　政　相　談（４月）

教　育　相　談（４月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　※28日㈬は休みになります。
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　※27日㈫は休みになります。
　

●相談員　羽
は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく

い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ

りませんか？　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　４月15日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　伊奈庁舎　2階　会議室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　   4月 6 日㈫　法律相談(弁)…保健福祉センター

　 　　13日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館

　 　    15日㈭　心配ごと相談…すこやか福祉館

　 　　　〃　　 心配ごと相談…保健福祉センター　

            20日㈫　法律相談(弁)…保健福祉センター　

　　     27日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館

 日曜日開庁のお知らせ（４月）

消 費 生 活 相 談　
　市消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活
全般に関する苦情や問い合わせを専門の相談員が受け付け
ています。消費生活についてのトラブルに巻き込まれたり、
迷ったりしたときには、お気軽にご相談ください。

　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）　
　　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　FAX 57-2288 

       休日当番病院（４月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

4月4日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

11日㈰ 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

18日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

25日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

29日(祝) 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223

小児科救急当番病院（４月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

    
                     　 くみとり

業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   

根柄を除く）

板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- ８36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）
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団体名 対象児童 活動場所 活動時間（毎週） お問い合わせ先

豊ジュニアクラブ 男子・女子 豊小学校体育館 土・日曜日：午前９時～午後１時

市バドミントン連盟
代表

西
に し の

野 いづみ
☎090 - 1650 - 3891

◇編集・発行　茨城県つくばみらい市秘書広聴課　〒300‐2395  茨城県つくばみらい市福田195番地　☎0297‐ 58 ‐ 2111　FAX0297‐58‐5611
　メールアドレス：infot@city.tsukubamirai.lg.jp　ホームページアドレス：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/
◇発行日　平成22年３月18日㈭　　～「広報つくばみらい」は原則毎月第３木曜日発行です～

バドミントン部未来へスマッシュ!

＊見学は自由ですが、活動施設の状況により活動時間が変更となる場合がありますの

で、見学にお越しの際は各団体責任者までお問い合わせください。

　市スポーツ少年団バドミントン部
は、市内に１チームのみで各小学校
からバドミントンをやりたい！とい
う子が集まり、現在43人が在籍し
ています。
　豊小学校体育館を練習の拠点と
し、楽しく元気に練習に励んでいま
す。
　さまざまな練習メニューを取り入
れ、時には楽しく、時には厳しくと
団の精神でもある「挑戦」の気持ち
で各大会入賞目指して頑張っていま
す。
　昨年は女子ダブルス、今年は男子

シングルスで関東大会へ出場するこ
とができました。
　また、高学年が低学年に指導する
姿も見られ、時には卒団員も後輩の
練習に足を運んでくれることもあ
り、「思いやり」の心も大切にしてい
ます。
　バドミントンはチームプレーでは
ありませんが、合宿・お楽しみ会な
どで団員同士の親睦も深め、部の団
結力を高めています。
　興味のある方は、ぜひ体育館に見
学にいらしてください。お待ちして
います。

問 　　　スポーツ振興室
　　　☎ 58- 4005

いっしょに汗を流そうよ！いっしょに汗を流そうよ！
市スポーツ少年団特集


